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特
集

 世
界

は未
知

の
楽

し
さ

に
あ

ふ
れ

て
る

　
　

　
　

 ～
就

学
前

教
育

の
重

要
性

と
取

組
み

～

神
田
山
の
斜
面
を
元
気
に
駆
け
降
り
る
子
ど
も
た
ち
（
撮
影
地
：
加
田
町
）
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「
就
学
前
教
育
」っ
て
な
に

　
就
学
前
教
育
と
は
、小
学
校
に
行

く
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
受
け
る

教
育
の
こ
と
で
す
。

　
「
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
た
ち

に
教
育
が
必
要
か
」と
不
思
議
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、子
ど

も
た
ち
が
将
来
羽
ば
た
く
た
め
に

は
、こ
の
就
学
前
教
育
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
は
様
々
な
経
験
が
必
要
。
友
達

と
試
行
錯
誤
し
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
こ
と
で
心
身
と
も
に
強
く
、豊
か

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
経

験
か
ら
学
ん
だ
力
は
、そ
の
後
の
成

長
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、子
育
て
に
悩
む
家
族
を
支
え

る
こ
と
も
就
学
前
教
育
の
大
切
な

役
割
で
す
。

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め

の
施
策
は
進
ん
だ
も
の
の
、ど
う
し

て
も
大
人
の
都
合
が
優
先
さ
れ
が

ち
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

中
心
に
据
え
た
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、今
回
の
特
集
で
は
、長

浜
市
の
教
育
・
保
育
、大
切
に
し
て

い
る
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

心
の
絆
を
つ
く
る

　
乳
幼
児
期
に
大
切
な
こ
と
と
し
て「
愛
着

形
成
」が
あ
り
ま
す
。「
愛
着
」と
は
子
ど
も

が
身
近
な
大
人(

養
育
者)

に
対
し
て
も
つ

「
心
の
絆
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に

「
身
近
な
大
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
」、

「
不
安
な
と
き
避
難
で
き
る
安
心
基
地
が
あ

る
こ
と
」な
ど
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
温

か
く
受
け
止
め
認
め
ら
れ
る
経
験
の
繰
り

返
し
に
よ
り
育
ま
れ
ま
す
。「
心
の
絆
」
を

持
っ
た
子
ど
も
は
、自
分
が
大
切
な
存
在
で

あ
る
と
い
う
意
識
に
も
つ
な
が
り
、自
己
肯

定
感
や
人
へ
の
関
心
や
信
頼
感
が
高
ま
り
、

主
体
的
な
力
や
立
ち
直
り
の
感
情
を
調
整

す
る
力
、
我
慢
す
る
力
、
最
後
ま
で
や
り
抜

く
力
等
、人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
な
「
非
認
知
能
力
」
を
身
に
付
け
て
い

き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
自
身
の
世
界
を
拡
げ
大
き
く

成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、親
が
子
ど
も
へ

の
声
掛
け
や
見
守
り
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、子
ど
も
の
個
性
や
主
体

性
を
認
め
な
が
ら
愛
情
を
持
っ
て
ゆ
っ
た

り
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

～就学前教育の重要性と取組み～
世界は未知の楽しさにあふれてる特集

 楽しく安心して子育てできるまちをめざしています！
　子育てには、悩みや不安がつきものです。また、お仕事などで多忙な日々を過ごしている保護者の子育て
を様々なサービスで応援しています。楽しく充実した子育てにお役立てください。

　お子さんの育児に関して不安や悩みはありませ
んか。子育て専門相談員が育児に関する様々な不
安や悩みをお持ちの保護者の相談に応じます。

　預かり保育は、就労など、家庭での子育てを支援
するために、市立幼稚園で、教育時間の前後(８時
30分～９時、14時～16時15分)と長期休業日に
預かりを中心とした保育を
行っています。
　お仕事をする保護者の手
助けが少しでもできればと
考えていますので、ご利用
ください。

　お子さんの病気は思ってもみないタイミングで
発症するものです。そばで看てあげたいけど、どう
しても仕事などで看病できない場合があります。
そんな時、保育士・看護師が
医師と連携して保育を行い
ます。
　お仕事等でお子さんの急
病に対応できない時などに
ご活用ください。

　国の幼児教育・保育の無償化に加え、長浜市では
多子世帯の経済的負担を軽減するため、保育料およ
び副食費について、子の年齢や所得に関係なく、第
２子半額、第３子以降を
無償とし、子育てしやす
い環境づくりを推進して
います。
※�詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

▲子育て専門相談員の皆さん
　些細なことでもお気軽に相談ください。

【実施施設】 各市立幼稚園・保育園・認定こども園
【対　象】  市内幼稚園、保育園および認定こども園

の在籍園児の保護者、未就園児の保護者
【問合せ】 各市立幼稚園・保育園・認定こども園

【実施施設】 各市立幼稚園
【対　象】 市立幼稚園に在籍する３～５歳児
【利用要件】  「保育の必要性に係る事由」に該当し、

「保育の必要性の認定」を受けた場合
【費　用】 保育料：無料　おやつ代：実費負担
【申込み】  利用要件など詳しくは市ホームページ

をご覧ください。
【問合せ】 幼児課(☎６５－８６０７)

【実施施設】 医療法人まちのほけんしつ
　　　　 病児保育室ぽかぽか
　　　　 (平方町321-3　☎６８－３２１６)

【対　象】 生後６か月～小学校６年生
【定　員】 ４人程度(疾患により変動)
【症状等】  風邪や胃腸炎のほか、流行性疾患などで

特別な治療行為が必要ない状態
※ 事前登録制。詳しくはホームページをご覧になるか

電話でお問い合わせください。

【問合せ】 幼児課(☎６５－８６０７)

長浜市教育委員会

教育長　板
い た

山
や ま

 英
ひ で

信
の ぶ

わ
く
わ
く
！

ど
き
ど
き
！

気
づ
き
！ 

発
見
！

子育ての不安や悩みを解消します

子育て相談窓口
多忙な保護者を支援します

幼稚園預かり保育

ほっと安心できる心のよりどころ

病児保育
子育てしやすい環境づくりに向けて

多子世帯保育料等の
負担軽減
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心のリュックに持たせてあげたい生きる力の基
礎

確かな学力に
　　　　つながる
まなびの力まなびの力

健康・体力に
　　　　つながる
からだの力からだの力

生きる力の基礎生きる力の基礎

生きる力生きる力

豊かな人間性に
　　　　つながる
かかわりの力かかわりの力

小学生

就学前 小
学
生
、さ
ら
に

　
中
学
生
、高
校
へ
！

特集 「発達しょうがい」

主な取組み その① 主な取組み その② 主な取組み その③

　乳幼児期( ０～５歳)は人として生きるための「根っ
こ」が培われる重要な時期です。特にこの時期に、身近
な大人に十分に愛されることで、人に対する愛情や信
頼感が育まれます。また、子ども自らが身近な自然や
モノ、人などの様々な環境に関わり、夢中になって遊び
を創造する楽しさを味わう中で、豊かな心情・意欲・
態度・基本的な生活習慣など、人間として一生をより
豊かに生きていくための基礎を身に付けていきます。

　長浜市の就学前教育では、健やかで心豊かな子ども「生きる力の基
礎を身に付けた子どもの育成」を目標に、この時期に身に付けたい３
つの力（まなびの力・からだの力・かかわりの力）を「生きる力
の基礎」として位置づけ、この３つの力をバランスよく伸ばし、小学
校教育からの「生きる力」に繋げていきます。

体と心を育てます！～運動あそびの充実～
　自然を生かした体験活動や集団あそび、運動あ
そびプログラムなどの
様々な体を使った活動
を通して、基礎的な体
力・運動機能の向上や
人と関わる力を育てま
す。

０～６か月
首が座り、手足の動きは活発に。
基本的信頼関係が育つ時期
　赤ちゃんにも、何が起きているの
かわかるように、「抱っこするよ」、

「おむつ替えるね」と伝えて安心に
つながるようにしましょう。

６か月～１歳３か月
お座り、はいはい、伝い歩きを獲得。
周りの物や人に関わろうとする時期
　身近なお家の人との安心できる関係
づくりが大切です。その後の社会性の
発達につながります。子どもとしっか
りと愛着･信頼関係を築きましょう。

１歳３か月～２歳
歩行が自立して生活空間が広が
り、言葉を話し始める時期
　自分の嫌な気持ちが伝えられずに泣いたり、友達を

「押す」、「たたく」といったことをしたりすることもあり
ますが、それも子どもの気持ちの現れです。そうした気
持ちを受け止め、してはいけないことを伝えましょう。

２歳
基本的な運動機能が発達し、
自己主張が強くなる時期
　「自分でできた」という満足感
や自信を得られるようにさりげ
なく手伝いましょう。

３歳
体の基礎的能力がつき、依存か
ら自立へと移行する時期
　「もっと遊んでいたいけれど…

（片づけなくちゃ）」。葛藤や友達
とのぶつかり合いをたくさん経験
しておきたい時期。気持ちを受け
止め、気持ちが切り替えられるよ
うにしましょう。

　園では「生まれてきよかった」 、 「大きく
なって嬉しいな」と感じられるように、みん
なでお祝いする誕生会を大切にしています。

４歳
心身のコントロールができるよう
になり、社会性が身につく時期
　競争心も芽生え、友達とのけんかが
多くなる時期。「自分を出しながら、人
と過ごす」ことを学んでいることを理
解し支えましょう。

５歳
身辺自立がほぼ確定し、
仲間意識が芽生え、協調
性の育つ時期
　自分のことが自分でできる
ようになることは、自信にな
り、様々な活動の意欲を高め
ます。「身支度ができる」、「友
達と過ごせる」など子どもの
成長を、就学に向けての自信
につなげてあげましょう。

豊かな言葉を育てます！～読み聞かせの推進～
　絵本やお話しあそびな
どを通じた人同士のふれ
あいのなかで、想像力や
言葉の表現・意味の理解、
聞く力など、言葉の力や
コミュニケーション能力
を育てます。

ひとり一人を大切に育てます！
～多様性を認め合う教育の充実～

　一人ひとりの発達や特
性に応じて、きめ細やかな
支援をおこなうとともに、
関係機関や小学校とも連
携を図るなかで、各園での
支援体制を充実します。

 ～学校に行くまでに 
　 生きる力の基礎を身に付けよう～ 

自分で考え、意欲的に学べる力

０歳 乳児期 ３歳

健康な心と体で生活できる力 相手の思いや状況がわかり、楽しく活動し、協力できる力
～まなびの力～ ～からだの力～ ～かかわりの力～

いろんなことを発見しよう！ 健康で安全な生活をしよう！ 友達と楽しく過ごそう！

文字や数、量に興味を持とう！ いっぱい体を動かそう 地域の人たちに親しもう様々な美しさに出会おう！ 目標をもって
　挑戦しよう！

友達と一緒にやり遂げよう

表現することを楽しもう！ 食べる楽しさを味わおう 生命の尊さに気づき、
大切にしよう

「うわぁ～水が出る！」 「ばい菌をやっつけよう！」 「みんなと電車ごっこ」

「先生の字、まねっこしよう」 「バランスをとって渡りきろう」 「いろいろな人にご挨拶」「葉っぱのシャワー、きれい！」 「上まで登るぞ」 「一緒に挑戦うれしいな」

「ザリガニのはさみはギザギザだよ」 「もぐもぐ、ごっくんおいしいな」 「ごはんを食べて大きくなってね」

幼児期

６歳

工夫する力
考える力あきらめない力

人とやりとり
できる力

できる自信
（達成感）

愛されている
自信（安心感）

大きくなるということは…
世界が広がるということ！

学童期

遊びがいっぱい 学びがいっぱい 夢がいっぱい

 “ながはまっこ”

家庭で大切に
してほしいこと
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

PayPayを利用すると最大20％のポイントを還元　
　　　　　　　　　 期間10月１日(木)～11月30日(月)
問 商工振興課　☎６５－６５３５

　新型コロナウイルス感染症の影響により疲弊した市内経済の活性化と感染リスクの低減を目的に、市内店舗の
売上向上とキャッシュレス決済利用のさらなる促進をめざし、PayPay㈱と連携して、「ながはまでお買いもん♪
最大20％戻ってくるキャンペーン」を実施します。

 PayPayについて
　お店での支払い時に、スマートフォンを使ってバー
コードを見せたり、ＱＲコードを読み取ったりするこ
とで、現金を使わずに支払いができるサービスです。

 PayPayキャンペーン
　期間中、市内の対象店舗で、買い物や飲食をして
PayPay残高で支払うと、決済金額の最大20％の
PayPayボーナス(注１)が付与されます。

【ボーナス付与上限】
１人につき１か月あたり10,000円相当のボーナス
　　　　　　(期間合計20,000円相当のボーナス）
※決済1回あたりの上限は2,000円相当のボーナス

(注１) キャンペーンなどの適用で進呈される残高(電子マ
ネー）。1円単位で買い物に利用でき、有効期限はあり
ません。原則、決済の翌日から30日後に付与。出金や
譲渡はできません。

【対象店舗】
　市内の小売業、飲食業、サービス業のうち、PayPay
に加盟する店舗。詳しくは市ホームページの対象店舗
一覧をご確認ください。
※ 大手企業、大手フランチャイズチェーン、一部業種な

ど対象外店舗があります。

 PayPayの使い方
　お店で使うためには、次の２つの準備が必要です。
詳しくはPayPayホームページをご覧ください。

1 PayPayに登録する
　PayPayアプリをスマートフォンにダウンロード
して、アカウントを登録。

2 支払方法を設定する
　３種類の支払方法から自分に合ったものを選び
ましょう。
　　① 銀行口座を登録
　　② セブン銀行ATMから現金チャージ
　　③ クレジットカード※の登録
　　　 ※ ヤフー以外のクレジットカードはポイント還

元の対象外

最短３分で準備完了できます。

 PayPayの使い方説明会を開催します
　PayPayのスタッフが登録・利用方法を個別に説
明します。申込みは不要です。
①長浜ビジネスサポートセンター (高田町)
　９月29日(火)、10月６日(火)　 10時～ 17時
②湖北まちづくりセンター (湖北町速水）
　９月30日(水)、10月８日(木)　 10時～ 17時
③北部振興局第１・２会議室
　９月28日(月)、10月７日(水)　 10時～ 17時

◀ このポスターが掲示
してあるお店が対象
のお店です。PayPay
アプリ内の「近くの
お店」地図でも確認
できます。

◀PayPay
　ホームページ

問合せ先　
PayPayの加盟・導入に関すること PayPay加盟専用窓口(☎０８０－７２７４－８５３８)
PayPayの利用方法・登録方法に関すること PayPayカスタマーサポート窓口(☎０１２０－９９０－６３４)
本キャンペーン(対象店舗、説明会など)に関すること 商工振興課(☎６５－６５３５)

お店では、アプリのコードを見せ
るか、お店にあるＱＲコードを読
み取って支払います。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
防
止
に
留
意
し
な
が
ら

出
産
し
、
子
育
て
し
て
い
る
ご
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
に
、
特
別
定
額
給
付
金(

国
の
10
万

円
の
給
付
金)

の
基
準
日(

令
和
２
年
４
月
27

日)

を
過
ぎ
て
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、「
新
生
児
特
別
臨
時
給
付
金
」
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
生
児
の
育
児
を
支
援
す
る
た
め

に
、
紙
オ
ム
ツ
や
ミ
ル
ク
等
の
ベ
ビ
ー
用
品

代
を
支
援
す
る
、「
お
う
ち
で
子
育
て
応
援

臨
時
特
別
給
付
金
」
を
併
せ
て
支
給
し
て
い

ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

　
次
の
①
②
と
も
に
該
当
す
る
人

① 

令
和
２
年
４
月
28
日
〜
令
和
３
年
３
月
31

日
に
出
生

② 

出
生
後
最
初
の
住
民
登
録
が
長
浜
市
で
さ

れ
て
お
り
、
申
請
書
受
付
日
時
点
で
引
き

続
き
長
浜
市
の
住
民
で
あ
る
こ
と

【
給
付
額
】

　
新
生
児
特
別
臨
時
給
付
金　
　
　
10
万
円

　
お
う
ち
で
子
育
て
応
援
臨
時
特
別
給
付
金

１
万
円

【
申
請
者
・
受
給
権
者
】

　
原
則
と
し
て
新
生
児
と
同
住
所
の
母
親

【
申
請
方
法
】

　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
、母
子
健
康

手
帳
の
写
し
、
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
の

写
し
等
を
添
え
て
郵
便
で
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

【
給　
付
】

　
申
請
書
に
記
載
し
た
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。
口
座
振
替
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　
令
和
３
年
４
月
30
日(

金
）消
印
有
効

【
受
付
期
間
】

10
月
６
日(

火)

〜
16
日(

金)

【
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
】

　
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
め
ま
す
。

①
直
接
申
込
み
の
場
合

〇
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園(

短
時
部)

　
受
付
場
所
：
市
立
園　
通
園
区
の
園

　
　
　
　
　
　
私
立
園　
希
望
園

　
受
付
時
間
：
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※ 

私
立
園
の
場
合
は
、
事
前
に
受
付
日
時
の

予
約
が
必
要
で
す
。

〇
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園(

長
時
部)

　
受
付
場
所
：
第
１
希
望
園

　
受
付
時
間
：
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※ 

私
立
園
の
場
合
は
、
事
前
に
受
付
日
時
の

予
約
が
必
要
で
す
。

※ 

園
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
幼
児
課
ま

た
は
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

②
郵
送
の
場
合

　
送
付
先
：
幼
児
課

　

 

受
付
期
間
内
必
着
で
、
簡
易
書
留
に
限
り

ま
す
。

【
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
】

　
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
め
ま
す
。

①
直
接
申
込
み
の
場
合

　
受
付
場
所
お
よ
び
受
付
時
間

〇
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
平
日
14
時
〜
18
時

〇
子
育
て
支
援
課
、

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
郵
送
の
場
合

　
送
付
先
：
子
育
て
支
援
課

　

 

受
付
期
間
内
必
着
で
、
簡
易
書
留
に
限
り

ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「
新
生
児
特
別
臨
時
給
付
金
」

「
お
う
ち
で
子
育
て
応
援
臨
時
特
別
給
付
金
」の
お
知
ら
せ

幼
稚
園・保
育
所・認
定
こ
ど
も
園
の
入
園

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
通
所
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

問 

く
ら
し・経
済
再
生
支
援
室 

☎
65
・
６
３
７
２

問 

幼
児
課　
☎
65
・
８
６
０
７　
子
育
て
支
援
課　
☎
65
・
６
５
１
４　

　

 

〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日のごみ持込み日は
10月25日(日)です。来月の予定日は、11月22日(日)です。問環境保全課☎６５－６５１３

▲公設放課後児童クラブ

▲幼稚園・保育所・認定こども園
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

毎週第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。10月10日(土)西友長浜楽市店　10時～11時45分、
13時～ 15時30分　詳細は滋賀県赤十字献血センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た

差
別
や
偏
見
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

問 
人
権
施
策
推
進
課
☎
65
・
６
５
６
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
や
医
療

従
事
者
な
ど
へ
の
誹
謗
中
傷
を
は
じ
め
、

感
染
防
止
に
非
協
力
的
に
見
え
た
人
を
一

方
的
に
責
め
る
行
為
、デ
マ
や
う
わ
さ
の
拡

散
、個
人
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
行
為
な
ど

の
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
事
業
所
・

学
校
等
の
関
係
者
や
そ
の
家
族
ま
で
も
が

不
当
な
差
別
を
受
け
る
と
い
っ
た
問
題
も

起
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
行
為
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
が
立
ち
向
か
う
べ
き
は「
ウ
イ
ル

ス
」
で
あ
っ
て
、「
人
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
行

い
、こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

〜W

ウ
ィ
ズ

ith

コ
ロ
ナ
の
日
常
を

安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
〜

〇 「
マ
ス
ク
の
着
用
」、「
手
洗
い
の
励
行
」、

「
三
密
の
回
避
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染

予
防
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

〇 

不
安
や
恐
怖
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
、

あ
え
て
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
か
ら

距
離
を
置
く
時
間
を
作
り
、い
つ
も
の
生

活
リ
ズ
ム
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

〇 
感
情
の
ま
ま
に
行
動
し
た
り
、差
別
的
な

言
動
に
同
調
し
た
り
せ
ず
、相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
、思
い
や
り
を
持
っ
て
接

し
ま
し
ょ
う
。

【
国
勢
調
査
と
は
】

　
国
勢
調
査
と
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
日
本
国
内

に
住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
し
た
５

年
に
一
度
の
調
査
で
す
。
統
計
法
に
基
づ
き
回
答

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

【
回
答
期
限
】

　
10
月
７
日(

水)

ま
で
に
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(

ス
マ
ホ
、パ
ソ
コ
ン
等)

で
の
回

答
が
と
て
も
便
利
で
す
。
期
限
ま
で
に
回
答
が
確

認
で
き
な
い
場
合
に
は
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

【
詐
欺
に
ご
注
意
】

　
調
査
で
は
、
名
前
や
生
年
月
日
、
就
業
状
態
等

の
調
査
を
行
い
ま
す
が
、
金
融
機
関
の
暗
証
番
号

等
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

湖
北
地
域
の
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
地
元

企
業
へ
の
就
職
を
応
援
す
る
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、
業

界
研
究
会
お
よ
び
就
職
面
接
会
「
湖
北
就
活
ナ

ビ
」を
開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】 10
月
29
日(

木)

　
就
職
セ
ミ
ナ
ー　
11
時
〜
12
時

　
業
界
研
究
会　
　
13
時
〜
15
時

　
就
職
面
接
会　
　
15
時
〜
17
時

【
と
こ
ろ
】

　
長
浜
バ
イ
オ
大
学(

田
村
町)

【
対　
象
】

就
職
セ
ミ
ナ
ー
・
業
界
研
究
会

　
令
和
４
年
３
月
に
大
学(

院)

、短
期
大
学
、高
等

専
門
学
校
、専
門
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生

就
職
面
接
会

　
令
和
３
年
３
月
に
大
学(

院)

、短
期
大
学
、高
等

専
門
学
校
、
専
門
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
、

卒
業
後
３
年
以
内
の
求
職
者

【
申
込
み
】

　

事
前
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
職　
種
】 介
護
士

【
採
用
予
定
人
数
】 

３
人

【
試
験
日
】 10
月
31
日(

土)

【
試
験
会
場
】 

長
浜
市
立
湖
北
病
院

　
　
　
　
　

 （
木
之
本
町
黒
田
）

【
受
験
資
格
】

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

〇 

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

〇 

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法（
昭

和
62
年
法
律
第
30
号
）に
よ
る
介
護
福

祉
士
免
許
を
有
す
る
人（
令
和
３
年
６

月
末
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む
）

〇 

市
内
ま
た
は
近
接
地
に
居
住
で
き
、夜

間
勤
務
が
で
き
る
人

【
申
込
期
限
】

　
10
月
22
日(

木
）消
印
有
効

※ 

受
験
申
込
書
は
湖
北
や
す
ら
ぎ
の
里

事
務
局（
長
浜
市
立
湖
北
病
院
本
館
４

階
）に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
湖
北
や
す

ら
ぎ
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
長
浜
市
で
は
、妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

期
を
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
対

面
で
の
相
談
が
心
配
な
人
は
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
次
の
事
業
所
に
相
談
が
で
き
ま
す
。

〇
医
療
法
人
ま
ち
の
ほ
け
ん
し
つ

〇
い
っ
歩
助
産
所

〇
助
産
院「
ま
ま
の
手
」

【
対　
象
】

　

長
浜
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
妊
産
婦

お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、乳
幼
児
の
保
護
者

【
費　
用
】

　
無
料(

通
信
費
は
利
用
者
負
担)

【
利
用
方
法
等
】

　

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
利
用
方
法
等
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

国
勢
調
査
へ
の
回
答
は
お
済
み
で
す
か

学
生
向
け
業
界
研
究
会・就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

介
護
老
人
保
健
施
設「
湖
北
や
す
ら
ぎ
の
里
」

職
員
を
募
集
し
ま
す(

令
和
３
年
４
月
１
日
採
用)

妊
産
婦・乳
幼
児
期
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問 

情
報
政
策
課　
☎
65
・
６
５
４
２

問 

商
工
振
興
課　
☎
65
・
８
７
６
６

問 

湖
北
や
す
ら
ぎ
の
里
事
務
局　
☎
82
・
３
７
２
５

　

 

〒
５
２
９・０
４
９
３　
木
之
本
町
黒
田
１
２
２
１

問 

健
康
推
進
課　
☎
65
・
７
７
５
９

人権に関する相談窓口
みんなの人権110番
　☎0570-003-110
　（平日8時30分～17時15分）

子どもの人権110番
　☎0120-007-110
　（平日8時30分～17時15分）

外国語人権相談ダイヤル
　☎0570-090911
　（平日9時～17時）

新型コロナ人権相談ホットライン
　☎ FAX  077-523-7700
　（月・火・水・金 10時～12時、13時～16時）

■団体・法人からのご寄附(順不同・敬称略)

　 株式会社日本サルベージサービス、三菱ケミカル株式会社滋賀事業所、株式会社モンベル、明治安田生命
保険相互会社滋賀支店長浜営業所、株式会社ロハス長浜、株式会社イケダ光音堂、長浜キヤノン株式会社、
一般社団法人湖北歯科医師会、株式会社日立製作所、滋賀北部輸送協同組合、協同組合坂浅土木工業会、長
浜市商工会青年部
■個人からの寄附
　12人からご寄附をいただいております。

など

～医療従事者への応援メッセージ～

　多くの企業、個人の皆さんから寄附等の支援、医療従事者への温かい応援メッセージをいただきました。ご
寄附いただきましたマスクなどの医療物資や物品は、有効に活用させていただいております。
　ここに感謝の意を込めまして、ご寄附者名等を公表させていただきます(第１報は７月号でお知らせしています)。

 新型コロナウイルス感染症対策にかかる寄附等のお礼(第２報 ６月16日～８月20日)

医療に従事される皆様、毎日昼夜を問わずコロナ
に立ち向かっておられるお姿にただただ感謝申し
あげ敬意を表します。どうかお身体にご自愛いた
だきますようお祈り申しあげます。

医療従事者の皆さまの毎日の努力に心より感謝い
たします。感染症に注意しながら笑顔あふれる長
浜市を盛り上げましょう。

地域住民の健康とくらしを守るため日々ご尽力
いただき、一市民として心より感謝申しあげま
す。新型コロナウイルス感染第２波が心配され
る中、少しでも皆様の支えとなれば幸いです。

新型コロナに関わらず、いつも
大変なお仕事をしていただいて
ありがとうございます。

明るい未来のために
一緒に希望を持ちま
しょう。

スマホやパソコン
から回答をお願い
します
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

採用と退職の状況(平成31年4月1日～令和2年3月31日)　（単位：人）

職 種 区 分 採　用　者　数 退　職　者　数
男 女 計 男 女 計

一 般 行 政 職 7 12 19 17 3 20
一般行政職（再任用） 10 0 10 3 0 3
一 般 行 政 職

（育児休業代替任期付） 1 3 4 1 0 1
幼 児 教 育 職 3 22 25 2 6 8
そ の 他 教 育 職

（ 県 派 遣 教 員 ） 4 3 7 6 4 10
土 木 技 術 職 2 1 3 0 0 0
建 築 技 術 職 0 0 0 1 0 1
司 書 0 0 0 0 1 1
管 理 栄 養 士 0 3 3 0 0 0
調 理 師 0 0 0 0 3 3
調 理 師（ 再 任 用 ） 0 2 2 0 0 0
自 動 車 運 転 手 0 0 0 1 0 1
清 掃 員 0 0 0 1 0 1
校 務 員 0 0 0 0 2 2
保 健 師 0 1 1 0 2 2
社 会 福 祉 士 0 0 0 0 1 1
心 理 判 定 員 1 0 1 0 0 0
医 師 15 3 18 12 2 14
看 護 師 3 43 46 4 40 44
薬 剤 師 3 0 3 1 2 3
理 学 療 法 士 1 0 1 0 0 0
言 語 聴 覚 士 0 1 1 1 0 1
作 業 療 法 士 2 0 2 0 0 0
診 療 情 報 管 理 士 0 1 1 0 0 0
診 療 放 射 線 技 師 0 0 0 1 0 1
臨 床 検 査 技 師 0 0 0 1 0 1
臨 床 工 学 技 士 1 0 1 0 0 0
視 能 訓 練 士 0 0 0 0 1 1

計 53 95 148 52 67 119 休暇制度等の状況
年次有給休暇１年につき20日
病気休暇 必要期間（90日以内）

特別休暇

選挙権等行使（必要期間） 子の看護（最大10日以内）
裁判員、証人等による出頭（必要期間） 忌引（1日～ 10日）
骨髄・末梢血幹細胞提供（必要期間） 父母追悼行事（1日以内）
ボランティア（5日以内） 夏季（5日以内）
結婚（7日以内） 災害・事故（必要期間）
産前（出産日までの8週間以内） 生理（2日以内）
産後（出産日の翌日から8週間） 妊娠中通勤緩和（1日､ 1時間を超えない範囲）
育児時間（1日2回各30分以内） 妊娠中等保健指導・健康診査（必要期間）
妻の出産（3日以内） 妊娠障害（7日以内）
妻が出産する場合の子の養育（5日以内） 短期介護休暇（最大10日以内）

介護休暇 連続する2週間から、3回を超えず、かつ6月を超えない期間（無給）
組合休暇 １年につき20日以内（無給）
育児休業 子が3歳になる日までの期間（無給）

育児休業の取得状況(令和元年度)　　　　　　　　　　　 （単位：人）

区分
育児休業取得状況 令和元年度中に新たに育児休業が取得可能 

となった職員の育児休業取得状況
育児休業 
取得者

部分休業 
取得者

育児短時間 
勤務取得者

育児休業 
対象者

育児休業 
取得者

部分休業 
取得者

育児短時間 
勤務取得者

男性 3 3 0 39 2 1 0
女性 164 19 0 70 66 4 0
合計 167 22 0 109 68 5 0

一般職員の勤務時間の状況 （市役所）
１週間の 
勤務時間

１日の 
勤務時間 8時30分～12時 12時～13時 13時～17時15分

38時間45分 7時間45分 勤務時間 休憩時間（1時間） 勤務時間

一般職員の年次有給休暇の取得状況(令和元年分)

平均取得日数 10.6日 消化率 27.3%

部門別職員数の増減（各年4月1日現在）　　 　　　　　　（単位：人）
部　門 令和元年 令和２年 増減

一 般 行 政
部 門

議 会 7 7 0
総 務 177 171 -6
税 務 45 45 0
民 生 284 301 17
衛 生 64 68 4
労 働 1 1 0
農 林 水 産 38 39 1
商 工 29 28 -1
土 木 104 106 2
小 計 749 766 17

特 別 行 政 
部 門

教 育 221 212 -9
消 防 0 1 1
小 計 221 213 -8

公 営 企 業 等 
会 計 部 門

病 院・ 診 療 所 893 910 17
下 水 道 27 25 -2
国民健康・介護 69 69 0
小 計 989 1,004 15

合 計 1,959 1,983 24

職員数の状況(令和2年4月1日現在)　　　　　　　　　　　 （単位：人）

定数 現員数
定数除外職員 差 引 

定 数 内 
職 員

育児休
業職員 派遣 休職者

市 長 事 務 部 局 690 712 19 8 6 679
議 会 事 務 局 7 7 7
監 査 委 員 事 務 局 4 3 3
教育委員会事務局等 353 348 29 319
農業委員会事務局 6 6 6
病 院 事 業 900 907 58 3 846
合 計 1,960 1,983 106 8 9 1,860

決算に占める人件費の状況（普通会計）

区　　分 住民基本台帳人口
（令和２年1月1日）

歳出額
A

人件費
B

人件費率
（B/A）

（参考）
平成30年度人件費率

令和元年度 人
117,892

千円
58,558,203 

千円
8,060,446 

％
13.8 

％
14.3 

人件費には、市長、副市長、教育長、議員、各種委員などの特別職に支給される
報酬、共済費を含みます。
普通会計とは、市全体の会計から病院や下水道事業会計などを除いたもので、
総務省が定める会計区分です。

職員給与費の内訳(令和２年度)

区 分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 1人当たり給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B (B/A)

正規職員 人
980 

千円
3,491,270 

千円
871,684 

千円
1,445,166 

千円
5,808,120 

千円
5,927 

給与費は普通会計（一般会計）の当初予算に計上された額（退職手当除く）で、
市長、副市長、教育長、議員、各種委員、会計年度任用職員の報酬などは含みま
せん。

職員の初任給の状況（令和2年4月1日現在）

区　　　　分 長浜市 国（一般職）
初任給 採用2年後の給料額 初任給 採用2年後の給料額

一般行政職 上　級 188,700円 199,900円 182,200円 193,900円
初　級 154,900円 164,700円 150,600円 158,900円

市職員の人数・給与・勤務条件などをお知らせします
問 人事課 ☎６５・６５０２

職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　　分 一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
長浜市

令和２年4月1日 322,445円 43歳５月 281,726円 54歳５月

国
平成31年4月1日 329,433円 43歳４月 287,312円 50歳９月

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和2年4月1日現在）
区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 257,410円 285,285円 343,376円
高校卒 ― ― ―

経験年数区分に対象職員がいない等により平均値を算出できない場合は、記
載していません。

職員手当の状況（令和2年4月1日現在）
区　分 内　　　容 備　考

扶養手当
子（満22歳年度末まで）　 10,000円／人
※ 満15歳年度末の翌日から満22歳年度末までの子

は、1人につき5,000円を加算
配偶者・その他の扶養親族　6,500円／人

住居手当 借家（最高限度額）　　　　　28,000円

通勤手当
交通機関利用者 55,000円以下の場合、全額を支給
自動車等利用者 通勤距離に応じて2,000円～

31,600円支給（2km未満支給なし）

地域手当
給料と扶養手当の合計額に支給率を乗じたもの
支給率 ３％　国の制度（支給率）※ ３％
※ 国の制度では、地域ごとに0 ～ 20%の範囲で支給率

を定めています。

期末手当 
勤勉手当

（支給割合）
６月期
12月期

計

期末手当
1.300月分
1.300月分
2.60月分

勤勉手当
0.95月分
0.95月分
1.90月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

退職手当

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

応募認定・定年
24.586875月分
33.27075月分

47.709月分
47.709月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　(2 ～ 45%加算)

管理職
手当

部長級 74,400円～ 83,100円
課長級 57,200円～ 65,400円
副参事級 49,300円～ 57,200円

特　殊
勤務手当

（普通会計）

職員全体に占める手当支給職員の割合 8.14%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 27,253円
手当の種類（手当数） 16

代表的な 
手当の名称

支給額の多い手当 福祉業務従事手当 
工事現場監督等従事手当

支給職員数の多い手当 工事現場監督等従事手当 
市税等事務従事手当

特別職の報酬等の状況（令和2年4月1日現在）
区　　　分 給料月額等 期末手当

給 料
市 　 長 900,000円

（支給割合） 
 ６月期　1.700月分 
12月期　1.700月分 
　 計  　3.400月分

副 市 長 750,000円
教 育 長 700,000円

報 酬
議　 長 460,000円
副 議 長 400,000円
議　 員 370,000円

一般行政職の級別職員数の状況（令和2年4月1日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な
職務内容 主事 主事 主査 主幹 副参事 課長 部長
職員数
（人） 35 64 101 169 138 66 30 603
構成比
（％） 5.8 10.6 16.7 28.0 22.9 10.9 5.0 100

長浜市の給与条例に基づく給料表の級区分による再任用職員を除く職員数で
す。標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職名です。

時間外
勤務手当

（普通会計）

令和元年度 支給総額 365,084千円
職員１人当たり支給年額 543千円

平成30年度 支給総額 364,535千円
職員１人当たり支給年額 542千円

職員の分限および懲戒処分の状況（令和元年度）

公務災害の状況（令和元年度）

公平委員会業務の状況（令和元年度）

職員の健康管理に関する主要事業の実施状況（令和元年度）

研修の状況（令和元年度）

＜分限＞心身の故障 休職25人
＜懲戒＞ 0人

災害発生件数 36件

・勤務条件に関する措置の要求件数 0件
・不利益処分に関する審査請求件数 0件

＜主な健康診断等の受診者＞延べ８，９３８人
定期健康診断、特殊健康診断、大腸検診、胃検診、子宮頸がん検
診、乳がん検診、ＶＤＴ健康診断、Ｂ型肝炎予防接種、破傷風予防
接種、電離放射線検診、インフルエンザワクチン接種、感染症（B
型C型肝炎）検査、特定業務従事者健康診断、エチレンオキシド
健康診断、風疹抗体検査、麻疹抗体検査、ムンプス抗体検査、水痘
抗体検査

　職員の専門的な知識・技能のさらなる向上を図るとともに、
高い倫理感や多様な行政環境の変化に的確かつ柔軟に対応でき
る職員を養成するため、研修に取り組んでいます。
＜市独自研修＞延べ１，９７９人
新規採用予定者研修、新規採用職員研修、水防技術体験研修、新
採職員・採用2年目職員合同研修、２年目職員研修、３年目職員
研修、５年目職員研修、財務会計事務説明会、ハラスメント防止
研修、小中学校避難所派遣職員研修、働き方改革研修、ＧＩＳ研
修、災害対策本部設置・運営訓練、職員力ＵＰゼミナール、メン
タルヘルス研修、人権研修、地方公会計研修、人事評価・被評価
者研修、市民協働研修、育児休業復職支援研修、管理職マネジメ
ント研修、文書管理事務研修、個人情報保護研修、不当要求対策
研修、ファシリテーション研修、現場の問題解決型研修
＜派遣研修＞延べ３０９人
滋賀県市町村職員研修センター、滋賀県建設技術センター、日本
経営協会、全国市町村国際文化研修所、滋賀大学「学び直し塾」、
その他各種研修実施専門機関

　職員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の原則に基づき、生計費、国お
よび他の地方公共団体の職員の給与や民間事業の従業者の給与などを参考にし
て定めています。給与の基本的な事項は、市議会の議決を経て「長浜市職員の給
与に関する条例」などで定めています。
　今後も、給与水準の適正化と人件費の抑制に努めていきます。

市民の皆さんにお知らせす
ることで、その公平性と透明
性を高めることを目的とし
ています。(市ホームページ
でもご覧いただけます)
※市の基準日は令和２年4月1日

国
の
制
度
と
同
じ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
市
内
循
環
線
で
、

１
年
間
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。
実
証
運

行
期
間
中
の
利
用
実
態
を
も
と
に
、
本
格
運

行
へ
の
移
行
が
可
能
か
を
検
討
し
ま
す
。　

　
実
証
運
行
を
行
う
便
は
、
経
由
地
が
増
え

る
た
め
所
要
時
間
が
延
び
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
の
公
共
交
通
の
維
持
・
発
展
の
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
実
証
運
行
地
域
】

　
南
郷
里
地
域　
※
下
図
詳
細

【
実
証
運
行
期
間
】

　
11
月
１
日(

日)

　
〜
令
和
３
年
10
月
31
日(

日)

の
１
年
間

【
実
証
運
行
中
の
ダ
イ
ヤ
】

　

午
前
２
便(

午
前
８
時
台
と
午
前
９
時
台

の
長
浜
駅
発
の
便
）、
午
後
２
便(

午
後
０
時

台
と
午
後
２
時
台
の
長
浜
駅
発
の
便)

の
１

日
４
便
に
つ
い
て
、
下
図
の
点
線
で
示
し
た

経
路
を
運
行
し
ま
す
。
実
証
運
行
を
行
う
こ

の
４
便
に
つ
い
て
は
、
小
足
口
バ
ス
停
を
経

由
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

経
路
を
運
行
し
ま
す
。

【
路
線
バ
ス
の
運
行
を
支
援
し
て
い
ま
す
】

　
市
は
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ

し
て
、
生
活
に
必
要
な
路
線
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
維
持
す
る
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
運
行
に
必
要
な
経
費
か
ら
、
運
賃
収
入
等

を
差
し
引
い
た
額
を
、令
和
元
年
度
は
、市
と

県
で
あ
わ
せ
て
約
２
億
５
千
万
円
の
補
助
を

行
い
ま
し
た
。

【
路
線
バ
ス
を
存
続
す
る
た
め
に
】

　
令
和
元
年
度
は
、
延
べ
約
37
万
人
に
ご
乗

車
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、
こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
り
続
け
る
と
、

路
線
バ
ス
を
存
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　
市
は
事
業
者
と
連
携
し
、
乗
り
降
り
し
や

す
い
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
や
お
得
な

回
数
券
の
発
行
な
ど
、
利
便
性
向
上
と
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
が
少
な
く
、
経
費
負
担
の
大

き
い
路
線
に
つ
い
て
は
、路
線
バ
ス
か
ら
予
約

制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
移
行
す
る
な
ど
、地
域

内
の
交
通
網
の
見
直
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む

と
予
想
さ
れ
る
中
、路
線
バ
ス
な
ど
の
交
通
機

関
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
手
段
と
し
て
次

世
代
へ
繋
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
バ
ス
に
乗
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
で
、収
支
の
改
善
に
も
繋
が
り
、利

用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
路
線
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、路
線
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
に
「
長
浜
市
空
家
等
対
策
計
画
」

を
定
め
、
空
家
に
よ
る
様
々
な
問
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
３
年
３
月
末
に

計
画
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
空

家
等
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
期
間
の
延

長
を
行
う
と
と
も
に
、
取
組
み
内
容
の
見
直
し

を
行
い
、
よ
り
一
層
の
空
家
等
対
策
を
実
施
で

き
る
よ
う
計
画
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
の
改
定
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
10
月
19
日(

月)

ま
で

【
提
出
方
法
】

　
任
意
の
様
式
に
意
見
と
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
先
着
順(

随
時
募
集)

に
よ
り
市
有
地
を
売
却

し
ま
す
。
な
お
、
随
時
募
集
に
よ
る
市
有
地
の

売
却
と
は
、
市
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
最
低
売

却
価
格
以
上
で
、
最
初
に
申
し
込
ん
だ
人
を
買

受
人
に
決
定
す
る
方
法
で
す
。

【
申
込
み
】

　
10
月
７
日(

水)

〜
令
和
３
年
２
月
26
日(

金)

に
申
込
書
を
直
接
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
案
内
書
等
の
配
布
】

　
申
込
書
お
よ
び
案
内
書
は
、
担
当
課
、
北
部

振
興
局
地
域
振
興
課
、各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
所
在
地
】　

　
①
湖
北
町
速
水
字
北
中
瀬
２
９
５
６
番

　
②
湖
北
町
速
水
字
北
中
瀬
２
９
６
２
番

　
③
西
浅
井
町
大
浦
字
堂
後
４
７
番
１

【
地　
目
】 ①
宅
地　
②
宅
地　
③
宅
地

【
面　
積
】 ①
１
，５
２
３
．
５
９
㎡

 

②
１
，１
９
６
．
２
１
㎡

 

③
３
５
６
．
４
８
㎡

【
最
低
売
却
価
格
】

　
①
４
６
，６
２
０
，０
０
０
円

　
②
３
４
，５
７
０
，０
０
０
円

　
③
２
，９
１
０
，０
０
０
円

市
内
循
環
線
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す

路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

長
浜
市
空
家
等
対
策
計
画(

案)

へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

先
着
順(

随
時
募
集)

に
よ
り
市
有
地
を
売
却
し
ま
す

問 
都
市
計
画
課
交
通
対
策
室　
☎
65
・
６
５
６
２

問 

都
市
計
画
課
交
通
対
策
室　
☎
65
・
６
５
６
２

問 

住
宅
課　
☎
65
・
６
５
３
３　

FAX 

65
・
６
７
６
０

　

 
 jutaku@

city.nagaham
a.lg.jp　

〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

問 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
☎
65
・
１
７
１
７

令和元年度実績
（平成30年10月～令和元年９月）

募集住宅 建設年度 構造 間取り 住戸面積 階 単身入居 令和２年度家賃月額
※入居者の収入月額により算定します。

【一般向け】
日の出団地第２－５号

(新栄町)
Ｓ52 簡易耐火構造

２階建 ３Ｋ 55.40㎡ ― × １２，６００円～１８，８００円

【申込要件】
次のすべての条件を満たす人
〇 市内に住所または勤務場所を有し、市税および国民

健康保険料(税)の滞納がないこと。
〇申込者および同居予定者が、暴力団員でないこと。
〇現に同居し、または同居しようとする親族があること。
〇現に住宅にお困りであること。
〇申込世帯の収入月額(合計)が15万８千円以下であること。
※特定の条件を満たす場合は21万４千円以下になります。
　詳しくは担当課までお問い合わせください。

【入居できる期間】
　入居指定日から最長10年間

【入居の時期】　　　
　12月下旬を予定

【選考方法】　　
　申込要件を満たす人の中から公開抽選対象者を決定
し、その後、公開抽選により入居者を決定します。

【申込受付期間】
　10月９日(金) ～ 19日(月)　
　８時30分～ 17時15分(土日祝日を除く)
※ 10月１日(木)から住宅課（本庁舎２階）および北部

振興局、各支所で募集案内を配布します。
【その他】　　　　　
〇 入居に際しては、連帯保証人が２人必要です(申込時

には必要ありません)。
　※連帯保証人… 市内在住かつ所得月額が10万４千

円を超える人。
〇入居者の収入月額により、家賃が段階的に異なります。

市営住宅の入居者を募集します
問 住宅課 ☎６５ー６５３３

七
条
東前東

東
中

七
条

七
条
西

小
足
口

今
川

新
栄

南小足

宮
司

宮司南

加
納
新

南郷里幼稚園前

石
田

石田北

現行の経路
実証運行を行う経路
午前２便、午後２便のみ
小足口は経由しません

運賃収入等
6,116 万円

県補助金
4,445 万円

市補助金
2億 235万円

収入内訳
493

479
451

402
387 388 389 399 386

371

300

350

400

450

500

550
(千人)

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

路線バス・乗合タクシー利用者推移
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　
介
護
や
福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
を
考
え
て
い

る
人
へ
の
説
明
会
で
す
。

　
市
内
と
米
原
市
の
介
護
・
福
祉
分
野
の
16
法

人
が
出
展
。
職
場
の
魅
力
や
就
職
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福
祉
の
仕

事
に
興
味
が
あ
る
人
、
初
め
て
の
人
も
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】 10
月
17
日(

土)　
13
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】 神
照
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

神
照
町)

【
内　
容
】

〇
福
祉
の
職
場
説
明
コ
ー
ナ
ー

　
出
展
法
人
が
ブ
ー
ス
で
仕
事
内
容
な
ど
を
説

明
し
、相
談
や
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

〇
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ブ
ー
ス

　
湖
北
介
護
・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
が
福
祉
の

仕
事
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

〇
ふ
く
楽
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

　
介
護
・
福
祉
分
野
で
働
く
現
場
の
若
手
職
員

と
交
流
し
、
気
楽
な
雰
囲
気
で
実
際
の
現
場
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】 無
料

※
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

※ 
随
時
入
場
可
、予
約
・
履
歴
書
不
要
、服
装
は

自
由
で
す
。

　

長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、「
ま
ち
な
か
探
訪

『
長
浜
の
曳
山
を
見
て
歩
く
』」
と
題
し
て
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
内　
容
】

〇 

普
段
は
見
る
機
会
の
な
い
山
蔵
を
、
山
組
の

皆
さ
ん
が
案
内
し
ま
す
。

〇 

曳
山
博
物
館
で
学
芸
員
が
、
展
示
中
の
曳
山

を
紹
介
し
ま
す
。

〇
祭
り
を
題
材
に
し
た
紙
芝
居
を
し
ま
す
。

【
と　
き
】 10
月
17
日(

土)　
９
時
45
分
〜

【
と
こ
ろ
】 え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
２
階

 

イ
ベ
ン
ト
広
場(

北
船
町)

※
受
付
後
、徒
歩
で
移
動

【
定　
員
】 30
人(

先
着
順)

【
参
加
費
】 大
人
７
０
０
円

 

小
学
生
以
下
１
０
０
円

　
　
　
　

 (

入
館
料
・
保
険
料
含
む)

【
申
込
み
】  電
話
で
担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

マ
ス
ク
着
用
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

小
学
生
以
下
の
参
加
は
、
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
」を
男

女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
の
視
点
か
ら
紐
解
き
、

一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
受
講

で
き
ま
す
。

〇
10
月
12
日(

月)

　
「
自
分
ら
し
い
っ
て
何
だ
ろ
う
？
本
当
の
自

分
を
知
る
た
め
に
必
要
な
３
つ
の
こ
と
」

〇
10
月
19
日(

月)

　
「
な
り
た
い
私
!!
自
分
ら
し
く
幸
せ
な
未
来

の
た
め
に
必
要
な
３
つ
の
こ
と
」

【
と　
き
】 10
時
〜
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
子
育
て
応
援
カ
フ
ェ
Ｌロ

コ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
リ
ビ
ン
グ

　

(

北
船
町
・
え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜
２
階)

【
講　
師
】 キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

矢や

倉ぐ
ら 

由ゆ

美み

子こ 

氏

【
定　
員
】 10
人(

先
着
順)

【
参
加
費
】 無
料

【
申
込
み
】 電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　
子
育
て
応
援
カ
フ
ェ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

　
☎
53
・
４
４
８
０

　

loco.living1@
gm

ail.com

　
女
性
の「
働
く
」応
援
事
業
と
し
て
、
育

休
中
の
人
を
対
象
に
し
た
連
続
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

職
場
復
帰
直
前
に
突
然
や
っ
て
く
る

「
不
安
」
の
原
因
は
準
備
不
足
か
ら
く
る
も

の
。
万
全
な
職
場
復
帰
に
向
け
て
、
み
ん

な
で
一
緒
に「
不
安
」を
解
消
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
参
加
者
同
士
で
話
し
な
が
ら
楽

し
く
学
べ
ま
す
。

①
Ｈホ

ッ

プ

Ｏ
Ｐ　
10
月
７
日(

水)

　
「
ワ
タ
シ
×
家
庭
の
レ
シ
ピ
」

　

働
き
な
が
ら
家
事
・
育
児
を
す
る
う
え

で
重
要
と
な
る
「
仕
事
と
家
庭
で
相
乗
効

果
を
生
み
出
す
コ
ツ
」
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。

②
Ｓス

テ

ッ

プ

Ｔ
Ｅ
Ｐ　
10
月
11
日(

日)

　
「
ワ
タ
シ
×
し
ご
と
の
レ
シ
ピ
」

　

家
族
の
仕
事
を
尊
重
し
な
が
ら
ど
う
し

て
い
く
の
か「
チ
ー
ム
我
が
家
」を
結
成
し

ま
し
ょ
う
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
ご
参
加
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

③
Ｊジ

ャ

ン

プ

Ｕ
Ｍ
Ｐ　
10
月
21
日(

水)

　
「
ワ
タ
シ
×
職
場
の
レ
シ
ピ
」

　

職
場
の
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
適
切
な

配
慮
を
求
め
る
関
係
を
築
く
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

【
と　
き
】 10
時
〜
12
時

【
と
こ
ろ
】 長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 
(

高
田
町
・
さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
内
）

【
講　
師
】 キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

石い
し

倉く
ら 

和か
ず

美み 

氏

【
定　
員
】 10
人(

先
着
順)

※
託
児
あ
り(

先
着
10
人
で
無
料
）

【
参
加
費
】 無
料

【
申
込
み
】  電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　
子
育
て
応
援
カ
フ
ェ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

　
☎
53
・
４
４
８
０

　

loco.living1@
gm

ail.com

　
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
標
語
と
、「
豊
か
な

心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
」絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

の
優
秀
作
品
を
巡
回
展
示
し
ま
す
。

長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
、「
明
る
い

家
庭
づ
く
り
」の
標
語
を
募
集
し
、市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
８
，
３
６
６
点
の
作
品

の
中
か
ら
特
選
・
入
選
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
滋
賀
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
と
共

催
し
、
小
・
中
学
生
に「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

家
庭
づ
く
り
」
の
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、

優
秀
作
品
・
入
選
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
標
語
と
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
選

作
品
の
展
示
を
左
記
の
４
会
場
で
行
い
ま
す
。

【
巡
回
展
日
程
】

10
月
20
日(

火)

〜
25
日(

日)

　
西
友
長
浜
楽
市
店(

八
幡
東
町)

10
月
27
日(

火)

〜
11
月
１
日(

日)

　
イ
オ
ン
長
浜
店(

山
階
町)

11
月
３
日(

火
・
祝)

〜
８
日(

日)

　
虎
姫
文
化
ホ
ー
ル(

宮
部
町)

11
月
13
日(

金)

〜
29
日(

日)

　
平
和
堂
木
之
本
店(

木
之
本
町
木
之
本)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
事
業
者
へ
の
影
響
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
、
滋
賀
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
長

浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
が
共
催
し

て
、
社
会
保
険
労
務
士
を
配
置
し
た
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
労
務
関
係
や
雇
用
調
整
助
成
金
で
お
困

り
の
事
業
所
・
事
業
主
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
無
料
相
談
窓
口
で
す
。
な
お
、

相
談
窓
口
で
は
、
助
成
金
の
申
請
手
続
き

の
実
務
代
行
は
行
え
ま
せ
ん
。

【
開
設
日
】

10
月
９
日(

金
）、16
日(

金
）、20
日(

火)

、

　
　
28
日(

水)

11
月
４
日(

水
）、10
日(

火
）、17
日(

火
）、

　
　
25
日(

水)

12
月
３
日(

木
）、10
日(

木
）、17
日(

木
）、

　
　
24
日(

木)

【
相
談
時
間
】　

①
９
時
15
分
〜
10
時
15
分

②
10
時
45
分
〜
11
時
45
分

③
13
時
〜
14
時

④
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
要
予
約

【
と
こ
ろ
】　

　
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

(

高
田
町)

【
相
談
内
容
】

　
労
務
関
係
全
般
お
よ
び
雇
用
調
整
助
成

金
関
連

【
相
談
対
応
者
】　

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

社
会
保
険
労
務
士　
平ひ

ら

尾お 

拓ひ
ろ

章あ
き 

氏

【
相
談
費
用
】 

無
料

【
申
込
み
】

　
相
談
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
一
般
社
団
法
人
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

　
協
議
会

　
☎
53
・
２
７
７
０

　

 info@
nagaham

abiz.com

「
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
in
長
浜・米
原
」を
開
催
し
ま
す

公
開
講
座「
長
浜
の
曳
山
を
見
て
歩
く
」を
開
催
し
ま
す

女
性
の
活
躍「
き
っ
か
け
」セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

「
育
休
中
の
方
の
た
め
の
学
び
に
つ
な
が
る

３サ

ー

ド

ｒ
ｄ
プ
レ
イ
ス
」の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
健
全
育
成・巡
回
展
を
開
催
し
ま
す

労
務
関
係
の
無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

問 
高
齢
福
祉
介
護
課 

☎
65
・
７
７
８
９

問 

生
涯
学
習
文
化
課 

☎
65
・
６
５
５
２

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

問 

生
涯
学
習
文
化
課 

☎
65
・
６
５
５
２

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

長浜ビジネス▶︎
サポート協議会　

ホームページ　

イ　
ン
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

長浜市公式 SNS
● 長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。

長浜市公式インスタグラムアカウント「# みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

● 見聞録のイベントは市公式 Facebook ページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ～す

８月14日(金)～16日(日)
長浜に帰らず繋がる　オンライン帰省
　新型コロナウイルスの影響で帰省ができない中、“どこでも帰
省”が体験できる「長浜オンライン帰省」が開催されました。長
浜の魅力を知り尽くした３人のゲストが、市内のベストスポット、
オンライン写真展、Uターンのリアルな仕事と暮らしについて語
り、長浜の雰囲気や魅力をオンラインで伝えました。
　参加者らは、全国各地でいながらにして長浜の雰囲気や魅力
を感じました。

８月23日(日)
子ども店主が元気に「いらっしゃいませ！」
　えきまちテラス長浜で「えきまちキッズマルシェ」が開催さ
れました。中でも見どころは、小学生７人による“子ども店主”。
　自作のブローチやコースターなどの雑貨を展示販売。雑貨
を見るお客さんに、元気よく声をかけ、商品が売れると「ありが
とうございました」と嬉しそうに笑顔で見送りました。
　子ども店主たちは、物づくりの苦労と自作の商品が売れる楽
しさを実感し、充実した一日を過ごしました。

９月１日(火)
長寿を祝い敬老訪問
　加田町の介護老人保健施設長浜メディケアセンターで市内
最高齢の井

い の

上
う え

住
す み

栄
え

さん(107歳)を市長が敬老訪問しました。
　園芸や旅行が好きな井上さん。市長の敬老訪問には、長男の
孝
こ う

一
い ち

さんも同席し一緒に祝いました。
　孝一さんは、「母親が107歳という年齢まで長生きできたの
は、施設の方が良くしてくれているおかげだと思います」と感
謝の言葉を述べました。　

８月23日(日)
切り絵の世界に挑戦
　慶雲館の企画展「早

は や

川
か わ

鉄
て っ

兵
ぺ い

 切り絵の世界×慶雲館」の会期
中、早川氏自身が講師を務める子ども向け切り絵ワークショッ
プが開催されました。
　子どもたちは５種類の動物の切り絵にチャレンジ。細かく
切る作業が増えていくにつれ、ハサミを顔に近づけ、集中して
作業していた子どもたちも、出来上がった切り絵の動物を見る
と「かわいい」と笑顔で喜びました。

８月29日(土)
史料で読み解く浅井長政の最期
　浅

あ ざ

井
い

久
ひ さ

政
ま さ

が自刃したとされるこの日に合わせて、国友町会館
で講演会「小谷落城・浅井長

な が

政
ま さ

の最期」が開催され、地元の人や
歴史ファンなどおよそ50人が集まりました。
　講師の太

お お

田
た

浩
ひ ろ

司
し

学芸専門監が、浅井家の歴史や長政の人柄
を、ユーモアや独自の推察を交えて説明すると、笑いや質問が
飛びました。北近江に生きた武将の生涯を知ることで、地域の
歴史を身近に感じることができました。　

８月29日(土)
食から考える琵琶湖の恵みと生活
　湖北の美しい風景や暮らし、食卓を彩る食材について考える

「食卓から守る湖北の風景」と題したトークイベントがえきま
ちテラス長浜で開催されました。
　琵琶湖博物館学芸員の金

か な

尾
お

滋
し げ

史
ふ み

さんが講師としてオンライン
で参加し、湖北の料理をテーマにアユやビワマスなどの生態や特
徴について解説。参加者らは、食と暮らしを通じて地域の恵みの
豊かさを知り、湖北の風景を守ることを考える機会になりました。

９月５日(土)
すべてが手作り！若手アーティストが音楽劇
　来年１月に行われる「はまかるエンゲキヴ」の音楽劇「とりあ
えずあんみつ！」の発表会見が慶雲館で行われました。
　「はまかるエンゲキヴ」は、市内を中心に活動する若手アー
ティストらでつくる演劇部。この日の会見には、舞台衣装を身
にまとった出演者と演出家ら９人が参加し、「『今の私って悪
くないな』って思ってもらえる物語。歌やダンス、衣装、脚本、
セットなどすべてが手作りです」とこの劇をＰＲしました。

８月29日(土)
図書館がもっと楽しくなる講座
　ながはま文化福祉プラザで、シリーズ講座「大人のための図
書館達人講座」が開催されました。
　第１回となる今回は「図書館の本のならび方を知ろう」が
テーマ。本の並び方や、背表紙の数字ラベルの意味など、図書
館で目的の本にスムーズにたどり着くのに役立つ知識がレク
チャーされました。普段は非公開の書庫の見学もあり、参加者
は司書の説明に頷きながら熱心にメモを取っていました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
市民広報課（☎65－6504）までお知ら
せください。
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お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

101

料金受取人払郵便

長浜局承認

差出有効期間
2021年５月31日
まで

5 2 6 8 7 9 0

切手を貼らずに
お出し下さい。

長
浜
市
八
幡
東
町
６
３
２

長
浜
市
役
所
　
市
民
広
報
課

「
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」係
　行

市民の皆さんの声をお聞かせください
「市民からのメッセージ」

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしやす
いまちをつくるため、「市民からのメッセージ」
を募集します。「広報ながはま」や市政に関する
意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さん
と共有するため、今後、市ホームページで掲載す
る場合があります。

①切り取り線（破線）に沿って切り、中央の
　線に沿ってやま折りにします。
②のりしろにのりを付けて、貼り合わせてく
　ださい。
③切手は貼らずに、そのままポストへ投函し
　てください。

＜様式の使い方＞

【問合せ】長浜市役所市民広報課　
（電話６５－６５０４／ FAX６５－４００６）

の
り
し
ろ

のりしろ

のりしろ

や
ま
折
り
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便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
実
り
の
秋
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な

ど
が
楽
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
主
催

者
、
参
加
者
と
も
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
の
確
保
や
手
指
消
毒
等
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
し
た
長
浜

ス
タ
イ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
編
み
出
し
て
い

た
だ
き
、
長
浜
の
秋
を
お
楽
し
み
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
消
費
を
活

性
化
し
て
市
内
店
舗
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、
市
内
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
を
広
め
、
コ
ロ
ナ
後
も
見
据
え

た
経
済
活
動
を
進
め
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー

数
３
千
万
人
を
超
え
る
業
界
最
大
手
の

P

ペ

イ

ペ

イ

ayPay

株
式
会
社
と
連
携
し
、市
内
の
対

象
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
「PayPay

」
を
利
用
し
て
飲
食
や
買
い

物
等
を
し
た
場
合
に
、
決
済
金
額
の
最
大

20
％
の
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
10
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、県
内
初
の
取
組
み
で
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
お
店
で
の

買
い
物
や
飲
食
の
支
払
い
時
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
バ
ー
コ
ー
ド
を
見
せ
た

り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
現
金
を
使
わ
ず
に
支
払
い
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
警
戒
は
今

後
も
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、w

ウ
ィ
ズ

ith

コ
ロ

ナ
時
代
の
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

お
金
の
や
り
取
り
な
ど
に
よ
る
感
染
リ
ス

ク
を
軽
減
で
き
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
」、
中
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
決
済
は
、with

コ
ロ
ナ
時
代
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
る
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
の

１
つ
と
し
て
、
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
便

利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

市長
コラム　
市長
コラム　

※至誠通天
　 誠を尽くせば天が
　 味方してくれること

▲キャッシュレス決済をする藤井市長

123

　
魅
力
あ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、優
れ
た
屋
外
広
告
物
を
募
集
し
ま
す
。

　
通
勤
路
や
通
学
路
に
素
敵
な
看
板
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
市
内
に
あ
る
あ
な
た
の
お
気
に

入
り
の
看
板
や
広
く
紹
介
し
た
い
看
板
を
、

ぜ
ひ
景
観
広
告
賞
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

看
板
を
き
っ
か
け
に
景
観
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
方
法
】

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
左
記
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】 

10
月
12
日(

月)

※ 

受
賞
し
た
広
告
物
は
、
広

報
紙
な
ど
で
紹
介
す
る
ほ

か
、
屋
外
広
告
物
お
よ
び

景
観
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
啓
発
物
件
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

【
募
集
す
る
広
告
物
の
例
】

〇 

老
舗
店
舗
な
ど
の
歴
史
や
伝
統
を
伝
え
る

も
の

〇 

企
業
や
店
舗
な
ど
の
特
徴
を
優
れ
た
デ
ザ

イ
ン
で
表
現
し
た
も
の

〇 

素
材
・
色
彩
・
文
字
な
ど
を
創
意
工
夫
し

た
斬
新
な
も
の　
　

〇 

照
明
効
果
を
工
夫
し
、
夜
間
の
視
認
性
を

高
め
た
も
の

〇 
複
数
の
も
の
を
統
合
し
、合
理
的
、効
果
的

に
制
作
さ
れ
た
も
の

〇 

ま
ち
な
み
や
田
園
と
調
和
し
、
優
れ
た
意

匠
を
有
し
た
も
の

※ 

市
内
で
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
広
告

物(

看
板)

に
限
り
ま
す
。

※
何
度
で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
る
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
等
で
戸
籍
証
明
書
な
ど
の
各
種
証
明
書

(

計
６
種
類)

が
取
得
で
き
、大
変
便
利
で
す
。

　
こ
の
コ
ン
ビ
ニ
等
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

は
、申
請
書
を
記
載
す
る
手
間
が
な
く
、操
作

も
簡
単
で
、
手
数
料
が
窓
口
よ
り
も
１
５
０

円
安
く
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
申
請
か
ら
１
か
月
程

度
で
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
郵
送
受
取
】

　
左
記
の
書
類
を
申
請
時
に
お
持
ち
い
た
だ

く
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
郵
送
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
度
の
来
庁
で

済
み
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
必
要
な
書
類

① 

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書(

運
転
免
許

証
な
ど)

を
１
点
、
ま
た
は
顔
写
真
な
し
の

身
分
証
明
書(

保
険
証
な
ど)

を
２
点

②
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知
書

③ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

お
持
ち
で
な
い

人
は
不
要
で
す)

※ 

本
人
が
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
代

理
申
請
に
よ
る
郵
送
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

※ 

必
要
な
書
類
が
揃
わ
な
い
場
合
は
、
窓
口

で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ー
ビ
ス
】

①
顔
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
を
、市
民
課
、北
部

振
興
局
福
祉
生
活
課
、
支
所
の
各
窓
口
で
無

料
で
撮
影
し
ま
す
。

②
出
張
申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス

　
事
業
所
や
地
域
団
体
等
の
会
場
に
職
員
が

出
張
し
、申
請
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※ 

ご
利
用
は
概
ね
５
人
以
上
の
申
請
で
お
願

い
し
ま
す
。

長
浜
景
観
広
告
賞
を
募
集
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

便
利
で
お
得
で
す

問 
都
市
計
画
課 

☎
65
・
６
５
６
２　

FAX 

65
・
６
７
６
０

　

 
〒
５
２
６ 

・
８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

問 

市
民
課　
☎
65
・
６
５
１
１

▲応募フォーム

▲昨年の大賞広告物

コンビニ等で取得できる証明書 コンビニ等での手数料 窓口での手数料
戸籍証明書
本人および同一戸籍の人の分(全員分) 300円 450円

戸籍の附票の写し
本人および同一戸籍の人の分(全員分) 150円 300円

住民票の写し
本人および同一世帯の人の分(全員分) 150円 300円

住民票記載事項証明書
本人および同一世帯の人の分(全員分) 150円 300円

印鑑登録証明書
本人の分 150円 300円

所得(課税)証明書
本人の最新年度分を含む５年間分 150円 300円

▲コンビニ等
　証明書交付
　サービス

▲マイナン
　バーカード
　申請・受取

◀市ホームページ
　(還元キャンペーン)
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お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

●広報ながはまに関するご意見
　（今後、特集を希望するテーマ）

●市政に関するご意見

※担当課からの返事をご希望の場合は、
　氏名・ご住所・連絡先（電話・メールなど）
　をご記入ください。

年齢　　　　　　歳（　男性  ・  女性　）

た
に
折
り

広報ながはま
2020年10月号 20

 「
認
知
症
か
な
？
」と
思
っ
た
ら

　
「
認
知
症
」は
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
み
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
令
和
７
年
に
は
65
歳
以
上
の

５
人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
、“
病
気
”そ
の
も
の
の

名
前
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

が
原
因
と
な
っ
て
、
生
活
に
支
障
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た“
状
態
”の

こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
い

う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の

人
で
一
番
多
い
認
知
症
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
が
原
因
と
な
る
も
の
で

す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
特

徴
は
、
は
じ
め
に
物
忘
れ
が
み
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
物
忘

れ
＝
認
知
症
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、認
知
症
の
中
に
は
、「
物

忘
れ
」
が
目
立
た
な
い
タ
イ
プ
も
あ

る
の
で
す
。

　
最
近
は
、「
認
知
症
で
は
な
い
か
」

と
気
に
さ
れ
て
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
に
相
談
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
来
院

さ
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
認
知
症
の
診
察
は
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
」
と
聞
か
れ
る
人

も
お
ら
れ
ま
す
が
、認
知
症
と
は
、生

活
に
支
障
が
み
ら
れ
る“
状
態
”で
あ

る
た
め
、
問
診
や
認
知
機
能
の
検
査

の
ほ
か
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
血
液
の
検
査
な

ど
も
行
い
ま
す
。「
な
ぜ
血
液
検
査

を
す
る
の
」
と
思
う
人
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
認
知
症
は
“
脳
の
萎

縮
”
が
原
因
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、“
身
体
の
病
気
”が
原
因

で
認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
認
知
症
の
受
診
で
、「
ど
の(

診
療)

科
を
受
診
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
診
療
科
は
、

長
浜
市
立
湖
北
病
院
で
は「
精
神
科
」

で
す
が
、病
院
に
よ
っ
て
は「
神
経
内

科
」や「
老
年
内
科
」が
診
療
を
担
当

す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症

の
専
門
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
つ
い

て
は
、
定
期
的
に
か
か
っ
て
い
る
医

師
に
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
が
い
な

い
人
は
市
の
相
談
窓
口
か
、
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

長
浜
市
立
湖
北
病
院

　

 

☎
82
・
３
３
１
５〈
代
表
〉

市立病院通信-○-113
このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “ 健康豆知識 ”
などを紹介します。

認知症看護認定看護師
馬

ば

場
ば

 直
な お

哉
や

　
自
分
の
体
力
を
知
る
こ
と
が
健
康
へ
の
第

一
歩
で
す
。
長
浜
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

で
は
、
体
力
測
定
会
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
自
分
の
体
力
を

知
り
、健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
と　
き
】 10
月
24
日(

土)
 

12
時
30
分
〜
16
時

※
開
催
時
間
中
は
、途
中
参
加
で
き
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】 長
浜
伊
香
ツ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 
(

木
之
本
町
西
山
）

【
内　
容
】

体
力
測
定

　
握
力
、上
体
起
こ
し
、長
座
体
前
屈
、反
復

　
横
跳
び
、立
ち
幅
跳
び
、開
眼
片
足
立
ち

※
年
齢
に
よ
っ
て
測
定
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

〇
ユ
ニ
カ
ー
ル

　

 

カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
、
専
用
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
上
で
ス
ト
ー
ン
を
滑
ら
せ
て
点

数
を
競
い
ま
す
。

〇
ボ
ッ
チ
ャ

　

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で
あ
り
、

投
げ
た
り
、
他
の
ボ
ー
ル
に
当
て
な
が
ら
、

目
標
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
い
ま

す
。

〇
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ほ
か

【
定　
員
】 １
０
０
人(

先
着
順
）

【
参
加
費
】 無
料

【
持
ち
物
】 体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル

【
申
込
み
】

　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局

　

(

市
民
体
育
館
内)

　
☎
63
・
９
８
０
６

　
親
子
向
け
と
大
人
向
け
に
分
け
、
紙
芝
居

と
読
み
聞
か
せ
の
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
は
な
し
の
世
界
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

【
と　
き
】 11
月
29
日(

日)
 

13
時
〜
15
時

【
と
こ
ろ
】 神
照
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 
(

神
照
町)

【
内　
容
】

第
１
部(

親
子
向
け)　
13
時
〜
14
時

〇
幼
児
向
け
紙
芝
居

〇 

市
内
の
読
み
聞
か
せ
団
体
に
よ
る
お
は
な
し
会

※ 

未
就
学
園
児
か
ら
小
学
１
年
生
ぐ
ら
い
の

お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第
２
部(

大
人
向
け)　
14
時
〜
15
時

〇
大
人
向
け
紙
芝
居

〇
紙
芝
居
上
演
の
ポ
イ
ン
ト
講
座

【
講　
師
】 紙
芝
居
作
家　
桐き

り

畑は
た 

珠じ
ゅ

里り 

氏

【
定　
員
】 各
50
人(

先
着
順)

【
参
加
費
】 ２
０
０
円(

中
学
生
以
下
は
無
料)

【
申
込
み
】

　
10
月
12
日(

月)

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

①
名
前(

お
子
さ
ん
は
年
齢
も)

②
電
話
番
号

③
住
所
④
参
加
希
望
の
部
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
の
際
は
件
名
に
「
11

月
29
日
参
加
申
込
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

マ
ス
ク
着
用
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

会
場
は
、
収
容
可
能
人
数
の
50
％
未
満
の

定
員
と
し
、
発
表
者
と
参
加
者
の
十
分
な

距
離
の
確
保
や
マ
イ
ク
を
使
用
し
た
お

話
、扉
の
開
放
に
よ
る
換
気
、参
加
者
同
士

の
座
席
距
離
の
確
保
な
ど
、
感
染
防
止
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
＆

体
力
測
定
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

紙
芝
居
と
お
は
な
し
会
を
楽
し
も
う

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
65
・
８
７
８
７

問 

長
浜
市
言
葉
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会(

生
涯
学
習
文
化
課)

　

 

☎
65
・
６
５
５
２　

FAX 

65
・
６
５
７
１　

 syoubun@
city.nagaham

a.lg.jp

▲メール申込み
　フォーム
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2020年10月号 22

お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

／
各
種
無
料
相
談

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

10
月
19
日(

月)
～
25
日(

日)

は

行
政
相
談
週
間
で
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
、一
級
河
川
、年
金
、健
康
保
険
、雇
用

保
険
、
労
災
保
険
、
戸
籍
、
登
記
な
ど
に
関
す

る
国
の
事
務(

県
・
市
町
に
委
任
し
て
い
る

事
務
な
ど
も
一
部
含
み
ま
す)

で
困
っ
た
と

き
は
、
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
・
予
約
不
要
・
秘

密
厳
守
で
す
。

行
政
な
ん
で
も
相
談
所
一
日
合
同
行
政
相
談
所

【
と　
き
】

　
10
月
26
日(

月)

13
時
〜
16
時

　

(

受
付
12
時
30
分
〜
15
時
30
分)

【
と
こ
ろ
】

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地
福
寺
町)

【
参
加
予
定
機
関
】

　
滋
賀
県
司
法
書
士
会
・
滋
賀
県
行
政
書
士

会
・
税
理
士
・
滋
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

ン
タ
ー
等

【
申
込
み
】 不
要

※ 

司
法
書
士
、税
理
士
へ
の
相
談
は
、電
話
に

よ
る
事
前
予
約
制
で
す
。
10
月
19
日(

月)
〜
23
日(

金)

に
電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い(

先
着
順)

。

問
合
せ
・
申
込
先

　
滋
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７・５
２
３・１
１
０
０

　

病
院
の
大
規
模
改
修
工
事
に
伴
い
停
電

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
と　
き
】 

10
月
17
日(

土)

　
　
　
　

 

９
時
～
17
時

※ 

作
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
時
間
が
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
立
長
浜
病
院
作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

 

問 

市
立
長
浜
病
院
経
営
企
画
課 

☎
68
・
２
３
０
０

ご
利
用
く
だ
さ
い「
行
政
相
談
」

問 
総
務
課 

☎
65
・
６
５
０
３

　
滋
賀
県
で
は
、条
例
に
よ
り
自
転
車
利
用
者
の

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
に
こ
の
条
例
が
改
正
さ
れ
、自
転
車

を
利
用
す
る
未
成
年
者
の
保
護
者
に
対
し
て
も

保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、責
任
あ
る
運

転
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、不
測
の
事

態
に
備
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

自
転
車
賠
償
保
険
等
へ
加
入
し
て
い
る
か
確

認
し
、未
加
入
の
場
合
は
、こ
の
機
会
に
加
入
し

ま
し
よ
う
。

義
務
化
の
対
象
と
な
る
保
険

　

自
転
車
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
り
生
じ
た
他

人
の
生
命
ま
た
は
身
体
の
損
害
を
補
償
す
る
た

め
の
保
険
。

※ 

自
転
車
の
転
倒
な
ど
、自
分
の
事
故
に
よ
る
ケ

ガ
に
備
え
る
傷
害
保
険
等
は
義
務
化
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

問 

市
民
活
躍
課(

☎
65
・
８
７
１
１)

①「
ま
ゆ
の
糸
と
り
を
し
よ
う
！
」

日 

10
月
10
日(

土)

13
時
30
分
〜

場 

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

大
依
町)

内 

蚕
の
ま
ゆ
か
ら
糸
を
取
り
出
し
ま
す
。

定 

10
人

費 

３
０
０
円

講 

西に
し

村む
ら 

英ひ
で

次つ
ぐ 

氏
、西
村 

則の
り

子こ 

氏

②「
竹
か
ご
作
り
」

日 

10
月
18
日(

日)

13
時
30
分
〜

場 

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

大
依
町)

内  

割
い
た
竹
を
編
み
こ
ん
で
竹
か
ご
を
作
り
ま

す
。

定 

10
人

費 

３
０
０
円

講 

中な
か

川が
わ 

与よ

一い
ち 

氏
、松ま

つ

村む
ら 

外そ
と

美み 

氏

申 

直
接
ま
た
は
電
話
で
左
記
ま
で
。

問 

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

☎
74
・
０
１
０
１)

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
定
期
清
掃
が
不
十
分

で
下
水
道
本
管
が
詰
ま
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
店
や
焼
肉
店
等
か
ら
出
る
排
水
に

は
、
大
量
の
油
分
や
食
材
く
ず
が
含
ま
れ
る
た

め
、グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
で
油
分
等
を
分
離
す
る

こ
と
で
下
水
道
の
機
能
低
下
・
損
傷
防
止
を
し

て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
定
期
清
掃
を
怠
る
と

次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
グ
リ
ー
ス
ト

ラ
ッ
プ
の
定
期
的
な
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

き
て
、夜
間
に
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、夜

間
は
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

②
外
出
の
際
に
は
鈴
な
ど
を
携
帯

　

外
出
や
農
作
業
等
の
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
な

ど
を
つ
け
、人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。

③
放
置
果
樹
・
生
ご
み
の
除
去

　
人
家
付
近
に
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に
、家
屋
ま

わ
り
の
ご
み
の
管
理
や
放
置
さ
れ
て
い
る
果
樹

等
は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

市
街
地
で
も「
は
な
れ
ザ
ル
」が
出
没
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
出
没
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

メ
ー
ル
配
信
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録

で
き
ま
す
。

問 

農
業
振
興
課(

☎
65
・
６
５
２
２)

　

冬
眠
前
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が
多
く
な

る
季
節
で
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

①
早
朝
・
夕
方
の
外
出
は
注
意

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、人
里
近
く
に
夕
方
に
出
て

日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

自
転
車
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館

体
験
教
室

飲
食
店
等
の
グ
リ
ー
ス
ト

ラ
ッ
プ
の
定
期
清
掃
を
お
願

い
し
ま
す

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
出
没
に

注
意

■マークの意味

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談
※右欄( )内は相談委員

10月13日(火)・11月10日(火)　13時～15時(坂
さか

井
い

) 西浅井まちづくりセンター (西浅井町大浦)

滋賀行政監視行政相談センター 
(☎０７７－５２３－１１００)

10月14日(水)　13時～15時(髙
たか

山
やま

) 高月支所(高月町渡岸寺)

10月15日(木)　９時～12時(谷
たに

口
ぐち

) 木之本まちづくりセンター (木之本町木之本)

10月28日(水)　９時～12時(竹
たけ

本
もと

) 湖北デイサービスセンター (湖北町速水)

11月 ２日(月)　９時～11時45分(長
は

谷
せ

川
がわ

) 虎姫まちづくりセンター (田町)

11月 ５日(木)　９時～12時(小
こ

林
ばやし

) さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

11月 ６日(金)　９時～12時(池
いけ

澤
ざわ

) 浅井支所(内保町)

11月 ６日(金)　13時～16時(新
しん

堂
どう

) 余呉まちづくりセンター (余呉町中之郷)

11月10日(火)　９時～11時30分(中
なか

川
がわ

) びわ高齢者福祉センター (難波町)

結婚相談

10月３日(土)　10時～12時
さざなみタウンながはま文化福祉プラザ(高田町)

社会福祉課(☎６５－６５３６)
※ 詳しくは市ホームページ「結婚支援」で
　検索または下記QRコードから。
※ いずれの会場も提供で
　きる情報は同じです。

10月８日(木)・15日(木)・22日(木)　
18時～ 20時
10月７日(水)・14日(水)・21日(水)・
28日(水)　15時～ 17時 北部振興局(木之本町木之本)

女性の悩み相談★
※右欄( )内は相談員

10月17日(土)　12時～16時(下
しも

地
じ

)
市民交流センター (地福寺町)

平日：人権施策推進課 
(☎６５－６５５６専用ダイヤル) 
土日祝：市民交流センター 
(☎６５－３３６６)11月 ５日(木)　10時～14時(下地)

近畿税理士会長浜支部
所得税、相続税等の
無料相談★

10月20日(火)、11月17日(火)、12月15日(火)
令和３年１月20日(水)、２月16日(火)
13時30分～ 16時30分

市役所本庁舎１階相談室(八幡東町) 税務課(☎６５－６５２４)

行政書士無料相談
「許認可手続、遺言、相続
等無料相談所」★

10月10日(土)　13時～ 16時 長浜サンパレス(八幡中山町) 滋賀県行政書士会事務局
(☎５２－９６００)

■各種無料相談　★印は予約が必要です。① 

店
内
に
排
水
が
逆
流
し
て
営
業
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。

② 

下
水
道
本
管
が
油
で
詰
ま
り
近
隣
住
民
の
排

水
に
影
響
が
で
ま
す
。

③ 

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
槽
内
の
油
、食
物
か
す
が

腐
敗
し
、悪
臭
、害
虫
、病
原
菌
の
発
生
源
と
な

り
食
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

問 

下
水
道
施
設
課(

☎
65
・
１
６
０
１)

市民の皆さんへのお願い～不当な差別や偏見をなくしましょう～
　新型コロナウイルスに感染症に関連して、感染者・濃厚接触者・医療従事者等に対する誤解や偏見に基づく差
別を行うことはあってはなりません。公的機関の提供する正確な情報を入手し、冷静な行動をお願いします。

一人ひとりが、日常生活の中で、「感染防止の３つの基本」を心がけましょう。

１．人との間隔はなるべく２ｍ（最低１ｍ）あける
２．マスクの着用
３．こまめな手洗い

新型コロナウイルス感染予防対策
～みんなの健康と命を守るために実践していきましょう！～

感染防止の
３つの基本 ２ｍは「たたみ一畳」の

長さが目安です
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お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

至
誠
通
天

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

子育て個別相談会
●�そだちっこ広場は中止していますが、予約制で個別相談
会を実施します（毎月１日より予約受付）

　妊娠中の心身のこと、おっぱいのこと、お子さんの発育・
発達、予防接種、歯科、栄養、離乳食、あそびのことなど、子
育てについて感じていることを専門スタッフが疑問や不
安にお答えします。身体測定のみ(要予約)も可能です。

【対　象】  市内にお住まいの妊婦さん、０歳～就学前のお
子さんと保護者

【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時　
　　　　 (１人につき30分程度)

●離乳食のおはなしタイム(随時予約受付)
　予約制の個別相談として実施します。
　離乳食のすすめ方や心配ごと、相談など栄養士が
個別で対応します。

【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時
　　　　 (１人につき30分程度)

【日　程】 子育て個別相談会と同じ日程
【対　象】 ５～８か月のお子さんを持つ保護者
【持ち物】 母子手帳、水筒(熱中症予防のため)
　　　　 健康観察票(申込みの人に郵送します)
　　　　 バスタオル(身体測定を希望される人)
子育て個別相談会、離乳食のおはなしタイムの
どちらも定員があり、申込み順となります。
●各会場予約申込み先
　・保健センター　　☎６５－７７５１
　・高月分室　　　　☎８５－６４２０

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期していた乳幼児健診は再開しています。年度当初に配布してい
た健康づくり日程表や健診案内チラシ等に記載している日程とは異なりますので、　対象の人には順次、郵送で
個別通知をします。できる限り個別通知で案内する日程にお越しください。
　お問合せ、ご相談は健康推進課(☎６５－７７５１)まで。

長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１( 子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９( 保健予防事業について )

保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０保健だより

おすすめの理由①
　野菜に多く含まれる食物繊維は、噛み応えがあります。野菜から食べることで噛む回数が増え、
満腹感を感じ、後から食べる炭水化物(ごはんなど)の摂り過ぎ予防につながります。
※ 炭水化物の摂り過ぎは、肥満の原因や中性脂肪、コレステロール、血糖値の上昇など生活習慣病

に影響します。
おすすめの理由②
　ご飯から食べるより野菜から食べると血糖値の急上昇が抑えられます。
　「食べる順番」を変えることで将来の糖尿病発症リスクの軽減につながります。
おすすめの理由③
　小さいころから「野菜からゆっくりよく噛んで食べる」習慣をつけることで、生活習慣病の予防
につながります。

　口の中には、たくさんの細菌が活動しています。細菌のかたまりである歯垢(プラーク)は、つけ
たままにしておくと、むし歯や歯周病、口臭などを引き起こし、ひいては全身の健康にも影響しま
す。お口の健康を維持するため、毎日の正しい歯磨きと定期的な歯科健診を心がけましょう。

すこやかトピックス　
～おすすめします「いただきます」のあとは野菜から～
　健康のため家庭や職場などで取り組みましょう

～よく噛んで、正しい歯磨き、歯科健診、お口から健康づくりに努めます～
　（「健康で輝けるまち　ながはま宣言」みんなの行動指針より）

乳幼児健診
▲市ホームページ

ベジたん

対　象 開催日 通訳 会　場
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区にお住まいの人 10月23日(金） ○ 保健

センター
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区に
お住まいの人

10月27日(火） 高月分室

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予

防
す
る
た
め
に
は
次
の
方
法
が
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
各
自
で
予
防
対
策
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
方
法

①
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
日
本
感
染
症
学
会
は
、高
齢
者
、医
療
関
係

者
、
妊
婦
、
小
児（
特
に
乳
幼
児
〜
小
学
校
低

学
年
）
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
強
く
推
奨
し

て
い
ま
す
。

② 

手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ
る
手
指

の
消
毒

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る

　
〇
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

　
〇 

他
の
人
に
向
け
て
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し

な
い

　
〇 

手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け
止

め
た
ら
手
を
洗
う

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
10
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早
く
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
接
種
日
に
お

い
て
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人
。

①
65
歳
以
上
の
人

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、腎
臓
、呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
し
ょ
う
が
い
が

あ
る
人(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

【
期　
間
】

　
10
月
１
日(

木)

〜
12
月
31
日(

木)

【
接
種
回
数
】

　
接
種
期
間
中
に
１
回

【
実
施
医
療
機
関
】

　
長
浜
・
米
原
市
内
の
実
施
医
療
機
関

　

(

健
康
づ
く
り
日
程
表
ご
覧
く
だ
さ
い)

※ 

長
浜
・
米
原
市
以
外
で
接
種
す
る
場
合
は

事
前
に
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
費　
用
】

　

例
年
と
自
己
負
担
額
に
変
更
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
長
浜
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進
協
議
会
と
と
も
に
、「
自
分
ら
し
く
輝
く

き
っ
か
け
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
男
女
共
同

参
画
を
進
め
る
講
座
や
演
劇
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
ち
な
か
え
ん
げ
き
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プf

ふ

り

こ

urico

に
よ
る
コ
メ
デ
ィ
ー
演
劇

を
上
演
し
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
観
劇
し
ま

せ
ん
か
。

【
と　
き
】

　
10
月
17
日(

土)

13
時
30
分
〜

　
15
時(

12
時
30
分
開
場)

【
と
こ
ろ
】

　
虎
姫
文
化
ホ
ー
ル(

宮
部
町)

【
内　
容
】

〇
演
劇「
オ
ー
！
マ
イ
ダ
デ
ィ
!!
」上
演

　

 「
私
、結
婚
な
ん
て
、や
〜
め
た
」。
結
婚
式

前
夜
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
家
族
を
め
ぐ
る

大
バ
ト
ル
。
男
女
の
役
割
と
は
何
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
コ
メ
デ
ィ
ー
演
劇
で
す
。

〇 
こ
ど
も
レ
ッ
ス
ン
「
劇
の
秘
密
を
大
公

開
！
」
キ
ャ
ス
ト
が
舞
台
を
使
っ
て
演
劇

の
作
り
方
を
伝
授
し
ま
す
。

〇
女
性
起
業
家
・
活
動
家
の
紹
介
ブ
ー
ス
設
置

　

 

想
い
を
カ
タ
チ
に
し
た
女
性
起
業
家
、
活

動
家
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
定　
員
】 90
人(

先
着
順
）

※ 

託
児
あ
り(

生
後
６
か
月
以
上
の
未
就
学

児
。
予
約
制
で
先
着
10
人
）

【
参
加
費
】 無
料

【
申
込
み
】

　
①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
④
託
児
を
希

望
の
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
、
年
齢
を
直
接
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

マ
ス
ク
着
用
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
コ
メ
デ
ィ
ー
演
劇

「
オ
ー
！
マ
イ
ダ
デ
ィ
!!
」を
上
演
し
ま
す

問 
健
康
推
進
課 

☎
65
・
７
７
５
１

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０　

FAX 

64
・
０
３
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　

  
 jinken@

city.nagaham
a.lg.jp

▲まちなかえんげきワークショップfurico
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　イメージカラーにキャッチコピー、八景、標語にかる
た、ご当地ソング…。これらを加え全18のテーマで、南
郷里地域にまつわる作品を考案してみませんか。
　現在南郷里地域づくり協議会では、「南郷里まるごと
公募キャンペーン」として作品募集を行っています。コ
ロナ禍により地域行事が自粛され自宅で過ごすことが
多いなかで、改めて地元の良さを見直す機会にしてほし
いと企画。公募テーマをまとめたガイドブックでは、
テーマごとに考案の難易度を表すなど幅広い世代が気
軽に応募できるように工夫しています。また上位入賞
者には、同地域で生産・製造される自慢の品々が副賞に。

　応募資格は、南郷里にゆかりのある人。地区内在住、
通勤通学のほか同地に思い出があるなどでも可能です。

【締　切】10月31日(土)(応募状況で延長もあり)
問・申  南郷里まちづくりセンター (☎６２－０２８７)
※ガイドブックも同センターで配布しています。

　現代の中高生は、学校、部活、塾と日々忙しい生活を
送っています。小学生の頃には参加していた地域の行
事にも疎遠になり、大人たちが地域のことに奔走してい
る姿を知る機会も少なくなっています。
　「中高生C

チ ャ レ ン ジ

hallenge＆C
ク リ エ イ シ ョ ン

reationプロジェクト」は、市内
の中高生を対象にした連続講座で、市内の文化、まちづ
くりなどを担う「キーパーソン」へのインタビューや、そ
の現場での体験学習を行います。地域に根づく多様な
取組みを主体的に学ぶことで、学力だけではない知識・
経験値を養い、今後の進路選択の場に役立てることもで
きます。
　現在参加者を募集中。体験学習の様子はオンライン
での配信も検討しています。

【と　き】 体験学習：11月～ 12月の間で全３回実施
　　　　 報 告 会：令和３年２月に開催予定

【対　象】 市内在住または市内中学・高校に在籍する生徒
【定　員】 コースごとに各10人程度
【参加料】 無料　　　
【締　切】10月31日(土)

問・申  市民協働センター (☎６５－６５２５)

　私たちの周りには様々な情報が
あふれています。それらは本当に
正しいのでしょうか。「早食いは
健康によくない」「猫を飼っている
人は長生きする」など…。医学論
文を検討し、科学的に正しい情報
を見分けるスキルを身につけま
しょう。

　主人公は学校の先生。10 歳の
ときに空襲にあい、両親を亡くし
て路上生活者となりました。「つ
らい記憶は話したくない。でも今、
話さなければ…」と、60 歳を過ぎ、
路上で暮らした記憶を語り始めま
した。実際にあったお話です。

公益財団法人 江
こ

北
ほ く

図書館

市内には以下の図書館もあります

　「けやきっ子」とは、市の木「けやき」にな
ぞらえ、どっしりと大地に根を張って知恵や知
識を吸収し、太く堅い幹のよ
うにしっかりと生きる力を身
につけ、想像の枝をのびのび
と広げて豊かに生きる長浜の
子どもたちをいいます。

問 あいたくて長浜 ( ☎６３－８１８１) 市立図書館 HP
QR コード

▼

♢ 木之本まちづくりセンター図書室(北部振興局併設) 
☎82-5915 【8時30分～17時】　休室：土曜日・日曜日・祝日

♢ 余呉文化ホール図書室(余呉支所隣接) 
☎86-8107 【9時～17時】　休室：祝日

♢ 西浅井まちづくりセンター図書室(西浅井支所併設) 
☎89-1125 【8時30分～17時】　休室：月曜日、第1・3日曜日、祝日

♢ ながはま市民協働センター
　☎65-6525　Mail: katsudou@city.nagahama.lg.jp　休所日 火曜日
♢ 北部サテライトセンター きのもと交遊館
　〒526-0425 長浜市木之本町1118　開所日 水・日曜日

木之本町木之本1362　☎ 82-4867 
休館日：月曜日、第１・３日曜日、祝日 

ホームページ：http://kohokutoshokan.com

〒 526-0037 高田町 12-34

『おもしろ医学論文イッキ読み』

『命のうた ぼくは路上で生きた
十歳の戦争孤児』

青
あお

島
しま

 周
しゅう

一
いち

/ 著 ( ライフサイエンス出版 )

竹
たけ

内
うち

 早
さ

希
き

子
こ

/ 著　石
いし

井
い

 勉
つとむ

/ 絵 ( 童心社 )

ステイホームでふるさと再発見

こんな活動してます！

【ながはま文化福祉プラザ】  
●文化福祉プラザ室／☎ 65-6907 ●ながはま市民協働センター／☎ 65-6525 
●長浜まちづくりセンター／☎ 62-1808 ●長浜図書館／☎ 63-2122  
●長浜市地域福祉センター／☎ 62-1804

【長浜商工会議所・長浜ビジネスサポートセンター】  
●長浜商工会議所／℡ 62-2500 ●長浜ビジネスサポート協議会／☎ 53-2770

図

書

室

2020

Vol.07 10

あいたくて長浜

　滋賀県有数の観光地として賑わう長浜市街地。一帯の魅力を高め、
さらなるにぎわいを作り出そうと、住民有志で令和元年に結成。 
　結成時から取り組むのが「長浜大學(通称ハマダイ)」で、工芸や製菓
などものづくりに携わる長浜の人を「先生」に見立て、先生による体
験講座を観光客が受けられる場を運営。「モノよりコト コトはヒト
なり」を合言葉に、まちの魅力はそこに暮らす人と捉え、長浜の多様
な先生に出会え、交流できる機会を創出しています。 
　そのひとつとして、今年度から長浜の地場産業である絹織物「浜ち
りめん」に注目し、「浜ちりめん長浜観光大使」制度をスタート。大使
として参加者を募り、製造の現場の見学などを通じて実際に浜ちり
めんでオリジナルの着物を仕立てます。観光大使にこうした一 連の
過程をＳＮＳで発信してもらうことで、長浜の伝統産業の奥深さや
品質の高さを強くＰＲしていきます。

毎月第 3 日曜日は
「けやきっ子読書の日」

館 名 問合せ 休館日 開館時間

長 浜 ☎ 63-2122
◎ 毎週　火曜日

◎ 資料整理日：10月29日（木）
平日：10時～20時
土・日・祝日：10時～18時

浅 井 ☎ 74-3311

◎ 毎週　月・火曜日

◎ 資料整理日：10月29日（木）
10時～18時

び わ ☎ 72-4305

虎 姫 ☎ 73-2335

湖 北 ☎ 78-1687

高 月 ☎ 85-4600

長浜を見つめ、知識を高める
中高生のためのプロジェクト始動

▲「南郷里の魅力が伝わる作品をお待ちしています」と
　同協議会の皆さん

第３回　「ピックアップコーナーを作ってみよう」

ふだんなかなか知ることのできない図書館の仕組みと、
もっと便利に図書館を使いこなすワザを紹介する連続
講座です。
(全３回　※第１・２回は終了しました。)

　図書館のあちこちにある本の展示コーナー。
　季節に合ったテーマが多いけど、何か決まりがあるの？
図書館での展示の工夫やねらいなどを聞いた後、実際に
本をピックアップして、コーナーを作ってみましょう。

長浜まちづくりセンター ２ＡＢ会議室
(高田町)

10月24日(土) 14時～16時

18歳以上

10人(先着順)

10月９日(金)10時～

直接または電話で市内６つの図書館へお申
し込みください。

※ 新型コロナウイルス感染拡大状況等により、中止や内容
を変更する場合があります。参加の際は手指の消毒・マ
スクの着用をお願いします。

※ 休館日や開館時間は変更になる場合があります。

参加費無料 ・ 要申込

ところ

と　き

対　象

定　員

受　付

申込み
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

　

真
言
宗
豊ぶ

山ざ
ん

派は

寺
院
舎
那
院
に
伝
わ
る

薬
師
如
来
坐
像
で
す
。
像
高
83
・
２
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
等
身
像
で
、目
を
伏
せ
、耳

は
厚
み
が
あ
り
、
奥
行
き
の
あ
る
身
体
に

は
胸
・
腹
の
く
び
れ
を
明
快
に
彫
り
込
み

ま
す
。
ふ
く
ら
は
ぎ
や
右
太
も
も
、
左
袖

に
は
翻ほ

ん

波ぱ

式し
き

衣え

文も
ん(

大
き
い
波
と
小
さ
い
波

を
繰
り
返
す
衣
の
ひ
だ)

を
同
心
円
状
に
重

ね
、
左
肘ひ

じ

の
後
ろ
に
は
渦か

文も
ん(

渦
巻
状
の
衣

の
ひ
だ
）も
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
平
安
時

代
中
期
の
仏
像
の
特
色
を
よ
く
伝
え
、
特

に
毛
糸
の
帽
子
を
被
っ
た
よ
う
な
肉に

っ

髻け
い(

頭

部
の
こ
ぶ)

の
表
現
は
、
こ
の
時
代
の
天
台

寺
院
の
薬
師
如
来
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

針
葉
樹
材
か
ら
頭
部
と
身
体
を
彫
り
出

す
一い

ち

木ぼ
く

造づ
く
りで
、
干ひ

割わ

れ
防
止
の
た
め
像
内

を
く
り
抜
く
内う

ち

刳ぐ
り

を
施
し
て
、
左
体
側
部

材
や
脚
部
材
な
ど
を
接
合
し
ま
す
。

　

舎
那
院
は
長
濱
八
幡
宮
に
隣
接
し
、
か

つ
て
は
そ
の
神
宮
寺
で
あ
る
新し

ん

放ほ
う

生じ
ょ
う

寺じ

の

別
院
の
一
つ
と
し
て
学が

く

頭と
う

職
を
務
め
ま
し

た
。
戦
国
時
代
に
荒
廃
し
た
舎
那
院
は
長

浜
城
主
と
な
っ
た
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

の
保
護
を
受

け
て
復
興
し
ま
す
が
、
こ
の
像
は
天
正
６

年(

１
５
７
８)

の
播
磨
出
兵
の
際
に
秀
吉

に
よ
っ
て
書し

ょ

写し
ゃ

山ざ
ん

円え
ん

教ぎ
ょ
う

寺じ(

兵
庫
県
姫
路

市)

か
ら
移
座
さ
れ
ま
し
た
。
円
教
寺
の
記

録
に
は
、
根こ

ん

本ぽ
う

堂ど
う

の
薬
師
像
が
こ
の
争
乱

の
際
に
失
わ
れ
て
別
の
像
と
入
れ
替
わ
っ

た
と
記
さ
れ
、
文
献
で
も
播
磨
か
ら
の
移

座
が
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

像
底
に
は
元
亨
３
年(

１
３
２
３)

の

姫
路
で
の
１
回
目
の
修
理
と
、
正
徳
４
年

(
１
７
１
４)

の
長
浜
で
の
２
回
目
の
修
理

を
示
す
朱
書
銘
が
あ
り
ま
す
。
長
濱
八
幡

宮
の
境
内
に
あ
る
天て

ん

満ま
ん

宮ぐ
う

本
殿(

放
生
池
の

北)

は
明
治
維
新
ま
で
は
薬
師
堂
と
呼
ば

れ
、
そ
の
本
尊
が
こ
の
薬
師
如
来
坐
像
で

し
た
。

　

数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
長
浜
に
や
っ
て

き
た
本
像
は
、
現
在
も
大
切
に
護
ら
れ
て

い
ま
す
。

問 

長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
☎
63
・
４
６
１
１
）

シリーズ○

市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。

113

滋賀県指定有形文化財
　「薬

や く

師
し

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

(舎
し ゃ

那
な

院
い ん

)」(宮前町)
指定日：平成 20 年７月 23 日指定

記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

　すべての運動スポーツ基礎「走ること」「跳ぶこと」「投げること」の３つを中心に幼少年期に
身につけておかないといけない「動き」を楽しみながら指導します。
　■走るコツのトレーニング(遊びの中から腕や脚の動きを身につける)
　■跳ぶコツのトレーニング(遊びの中から着地姿勢やタイミングを身につける)
　■投げるコツのトレーニング(遊びの中から体重移動や腕の振りを身につける)

【と　き】 10月31日、11月７日、14日、21日、12月５日、12日　各土曜日
【ところ】 長浜市民体育館(宮司町) 
【対　象】 キッズクラス(年中・年長) ９時15分～ 10時15分
 ジュニアクラス(小学１・２年生)10時30分～ 11時30分

【参加費】 全６回　7,200円(保険料込)　【定　員】各クラス30人(先着順)
【申込み】  10月３日(土) ８時30分から長浜市民体育館で所定の申込用紙に受講料を添えて

お申し込みください。電話予約も可能ですが、来館者を優先します。

【対　象】 音楽を楽しみたい人(年齢、個人、団体は問いません)
【内　容】 受講者の依頼に応じた音楽教室の開催
 未就学児向け：リトミックなど年齢に応じた音楽教室の開催など
 大人向け：自分の技量を向上したい人、リトミック指導の勉強をしたい人などへの講習会
 　　　　　音楽大学受験生向けのレッスンなど

【講　師】 梅
う め

本
も と

 伸
の ぶ

子
こ

、 七
し ち

里
り

 一
か ず

美
み

、 大
お お

瀧
た き

 真
ま

由
ゆ

美
み

、 中
な か

川
が わ

 真
ま

由
ゆ

美
み

【開催場所】 ①長浜市民交流センター　②長浜市民体育館　③長浜伊香ツインアリーナ 
　　　　　 ※①～③施設のいずれかで実施

【受講料･受講時間】 受講人数、受講内容により応相談

音楽を楽しみたい人の依頼に応じて、音楽の専門講師がそれぞれの希望にあった
レッスンを行います。子どもから高齢者まで、個人・団体は問いません。音楽を身
近に経験していただける機会を皆さんに提供します。

問・申(公財)長浜文化スポーツ振興事業団(市民体育館内)(☎６３－９８０６)

運動のコツがマスターできる！こんなトレーニングが受けたかった！

キッズ・ジュニアチャレンジ運動塾
文スポKIDS
体力向上事業

問  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(神照運動公園)(☎６５－３３９９)

【と　き】 11月11日(水) ９時～ 12時30分　雨天時は11月12日(木)に延期
【ところ】 神照運動公園 多目的競技場(神照町)
【内　容】 24ホールの個人ストロークマッチ
【対　象】 一般男女　　【参加費】 500円／人　　【定　員】 150人(先着順)
【申込み】 10月10日(土)から受付開始。直接または電話で下記までお申し込みください。

第21回文スポ理事長杯 グラウンド・ゴルフ大会

密にならずに、新しい学びを見つけよう！「音感教室」受講者募集！

問  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜市民交流センター)(☎６５－３３６６ FAX６５－３３６８)

　
10
月
中
旬
に
、
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
琵
琶
湖
岸
に
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
初
渡

来
し
ま
す
。
毎
年
越
冬
の
た
め
に
、
繁
殖

地
の
シ
ベ
リ
ア
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
渡
っ
て

く
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
知
ら
れ
ざ
る
超
能

力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
水
鳥

の
多
く
は
、
昼
間
活
動
す
る
タ
カ
な
ど
の

外
敵
を
避
け
る
た
め
主
に
夜
間
に
渡
り
ま

す
。
鳥
類
は
、
夜
は
目
が
見
え
な
い
と
思

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
ち
ゃ
ん
と
見

え
て
お
り
、
星
や
地
形
を
見
な
が
ら
方
向

を
定
め
て
渡
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥

類
は
地
球
の
磁
場
が
見
え
る
と
い
う
研
究

結
果
が
あ
り
、
星
や
地
形
以
外
に
地
球
の

磁
場
を
視
る
こ
と
で
、
方
向
を
間
違
え
ず

に
渡
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
渡
り
は
北
海
道
で

い
っ
た
ん
休
憩
し
、
そ
こ
か
ら
日
本
各
地

の
越
冬
地
へ
と
分
散
し
て
い
き
ま
す
。
驚

く
こ
と
に
毎
年
の
琵
琶
湖
へ
の
初
渡
来
日

の
前
夜
は
、
必
ず
北
海
道
か
ら
琵
琶
湖
ま

で
天
候
が
安
定
し
て
お
り
、
彼
ら
が
広
範

囲
の
天
候
を
予
測
し
て
安
全
な
時
に
一
気

に
飛
ん
で
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
超
能
力
を
駆
使
し

て
数
千
キ
ロ
も
の
距
離
を
、
迷
わ
ず
安
全

に
旅
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

問 

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

市内の自然の不思議や、そこに住む様々な
生き物の面白い生態などを紹介します。

エピソード　3
コハクチョウの超能力

▲薬師如来坐像

▲渡ってくるコハクチョウの家族

◎コハクチョウの超能力

⃝天候を予知する能力

天気がいいぞ！！

そっちだな！！

⃝磁場を見る力

南
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ
／
各
種
相
談

至
誠
通
天

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

な
が
は
ま
見
聞
録

講
座・教
室

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。 掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

催　
し

募　
集

有料広告欄 有料広告欄

◆
湖
盆
会「
盆
栽
展
」

日 

10
月
10
日(

土)

〜
11
日(

日)

９

時
30
分
〜
17
時(

最
終
日
は
16
時

ま
で)

場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地

福
寺
町)

内
盆
栽
、
山
野
草
、
水
石

の
展
示
会
問
湖
盆
会 

松ま
つ

田だ(

☎

０
８
０・３
８
４
２・０
７
５
７)

◆
長
浜
さ
つ
き
の
会「
秋
季
展
」

日 

10
月
24
日(

土)

〜
25
日(

日)

９
時
〜
17
時(

最
終
日
は
15
時
ま

で)

場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地

福
寺
町)

内
さ
つ
き
、
小
品
盆
栽
、

山
野
草
な
ど
の
盆
栽
展
示
他
両

日
講
習
会
開
催(

13
時
〜
14
時)

問

長
浜
さ
つ
き
の
会 

小お

川が
わ(

☎
74
・

０
５
２
５)

◆E

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

n glish

カ
フ
ェ
参
加
者
募
集

　
～D

デ
イ
ビ
ッ
ド

avid

先
生
と
話
そ
う
～

日 

10
月
25
日(

日)

14
時
30
分
〜
15

時
30
分
場
多
文
化
共
生
・
国
際

文
化
交
流
ハ
ウ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｏ(

神
照

町)

定 

10
人(

先
着
順)

費
５
０
０
円

申
電
話
で
。
締 

10
月
17
日(

土)

問

長
浜
市
民
国
際
交
流
協
会(

☎
63
・

４
４
０
０)

◆
滋
賀
県
立
盲
学
校
職
業
課
程

　
オ
ー
プ
ン
ン
ス
ク
ー
ル

視
覚
し
ょ
う
が
い
者
の
た
め
の
職

業
課
程「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
養
成
課

程
」
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル(

授
業

見
学
・
体
験
等)
を
行
い
ま
す
。

日 

11
月
12
日(

木)
９
時
35
分
〜

12
時
35
分
場
滋
賀
県
立
盲
学
校

(

彦
根
市
西
今
町)

申
電
話
で
。
締 

11
月
６
日(

金)

問
滋
賀
県
立
盲
学

校
職
業
課
程
教
育
相
談
担
当(

☎

０
７
４
９
・
22
・
２
３
２
１)

◆H

ハ

ー

ト

eart T

ト
レ
イ
ン

rain

講
座

①
ヨ
ガ
教
室

日 

10
月
８
日(

木)

10
時
30
分
〜
11

時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講
小こ

宮み
や

山ま

和か
ず

子こ

定 

15

人(

先
着
順)

費
５
０
０
円
、
託
児

１
０
０
円(

５
人
ま
で)

申
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
。

②
大
人
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

　
「
お
と
み
っ
く
」

日 

10
月
13
日(

火)

10
時
30
分
〜
11

時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講
中な

か

山や
ま

あ
り
か
定 

10

人(

先
着
順)

費
８
０
０
円(

初
参
加

無
料)

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

問H
eartTrain dai

〜dai

〜 

村む
ら

山や
ま

(

☎
０
９
０・４
０
３
８・８
８
９
９)

daidai.risa@
gm

ail.com

◆
健
康
教
室

日 

10
月
８
日(

木)

13
時
30
分
場
長

浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

高
田

町)

内
自
分
ら
し
く
最
期
ま
で
生
き

る
た
め
に
〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？

人
生
会
議
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
〜
講
長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
専
門
員 

池い
け

野の

さ
ち
子
問

湖
北
医
師
会(

☎
65
・
３
６
０
０)

◆
市
民
土
曜
講
座

日 
10
月
24
日(

土)

14
時
〜
16
時

場
長
浜
バ
イ
オ
大
学(

田
村
町)

内

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス(SARS-

CoV-2

」講
長
浜
バ
イ
オ
大
学
教
授 

伊い

藤と
う

正ま
さ

恵え

問
長
浜
バ
イ
オ
大
学
地

域
連
携
・
産
官
学
連
携
推
進
室(

☎

64
・
８
１
３
３)

◆
自
衛
官
募
集

内
募
集
種
目
①
医
科
・
歯
科
幹
部

(

陸
・
海
・
空)

②
自
衛
官
候
補
生

(

陸
・
海
・
空)

対
①
医
師
・
歯
科

医
師
免
許
取
得
者
②
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
人
申
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
メ
ー
ル
で
。
締
①
10
月
30
日

(

金)

必
着
②
年
間
を
通
じ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
問
自
衛
隊
彦
根
地

域
事
務
所(

☎
０
７
４
９
・
26
・

０
５
８
７)

▲
自
衛
隊
彦
根
地
域

　
事
務
所
メ
ー
ル

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
12月号：10月22日(木）　１月号：11月20日(金)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課(☎65－6504）までお問合せください。

◆
お
や
こ
で
de
コ
ン
サ
ー
ト
＆

　
チ
ェ
ロ
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

日 

10
月
３
日(

土)

お
や
こ
de
コ

ン
サ
ー
ト
：
10
時
30
分(

10
時

開
場) 

チ
ェ
ロ
名
曲
コ
ン
サ
ー

ト
：
14
時(

13
時
開
場)

場
木
之

本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル(

木
之

本
町
木
之
本)

内
出
演
：
片か

た

岡お
か

あ

づ
さ(

チ
ェ
ロ)

、
尾お

の
え上
理り

絵え(

ピ

ア
ノ)

費
お
や
こ
de
コ
ン
サ
ー

ト
：
５
０
０
円(

膝
上
の
乳
幼
児

無
料) 

チ
ェ
ロ
名
曲
コ
ン
サ
ー

ト
：
１
，
０
０
０
円
申
電
話

で
。
締 

10
月
２
日(

金)

問
木
之

本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル(

☎
82
・

２
４
１
１)

◆
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
す
い
ー
と
・
ほ
ー
ん
ズ
」

日 

10
月
25
日(

日)

14
時(

13
時

開
場)

場
木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク

ホ
ー
ル(

木
之
本
町
木
之
本)

内

ホ
ル
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な

ど
。
出
演
：
伊い

藤と
う

誠せ
い

一い
ち 

伊
藤
幸さ

ち

子こ

費
５
０
０
円(

膝
上
の
乳
幼
児

無
料) 

申
電
話
で
。
締 

10
月
24

日(

土)

問
木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク

ホ
ー
ル(

☎
82
・
２
４
１
１)

記事広告

記
事
広
告

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

10
・
11
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ

ス
ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

10
月
４
日
、11
日
、18
日
、25
日

11
月
１
日
、３
日
、８
日
、15
日
、

　
　
22
日
、23
日
、29
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
時
30
分
〜
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】

９
時
〜
18
時

【
診 

療 

科
】

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１
‐
２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療

券
・
お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手

帳(

乳
幼
児
の
場
合)

を
お
忘
れ

な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始(

12
月
30
日
〜
１
月
３

日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
催
し
参
加
の
際
に
は
マ

ス
ク
着
用
な
ど
感
染
症
予
防
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

10
月
の
税
・
料

〇
固
定
資
産
税
・

　
都
市
計
画
税 

３
期

〇
国
民
健
康
保
険
料 

５
期

〇
介
護
保
険
料 

５
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

４
期

安
心
で
安
全
な
口
座
振
替
を

始
め
ま
せ
ん
か
。
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今
月
の
表
紙
「
か
け
っ
こ
だ
ー
い
好
き
！
」。
園
舎
に
神
田
山
が
隣
接
す
る
長
浜
南
認
定
こ
ど
も
園
な
ら
で
は
の
光
景
で
す
。

自
然
の
恵
み
豊
か
な
環
境
で
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。(

９
月
１
日
撮
影)
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人口と世帯数
令和２年９月 1 日現在

植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けしているほか、市民交流センターや図書館、まちづくり
センターなど市の公共施設やスーパー、診療所などにも置いています。また、市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。声の広報も作成していますので、ご希望の場合は市民広報課まで。

人口 １１７，１６５人 （－76）
男 ５７，４１５人 （－39）
女 ５９，７５０人 （－37）
世帯数 ４６，４９４世帯（－31）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Facebook

長浜市ほっとにゅ～す
Facebook

長浜市教育委員会
Instagram

＃長浜ちょぴっく
YouTube

はま～るtb.
広報紙をスマホで

マチイロ
イベント情報を配信

ＬＩＮＥ

学校・園活動
紹介

「
汗
・
涙
・
笑
」

　
南
中
学
校
で
は
、伝
統
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
汗
・
涙
・
笑
」を
大
切
に
、「
進
ん
で
学

ぶ
生
徒
、
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
生
徒
」の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
「
汗
」
は
何
事
も
一
所
懸
命
に
取
り
組

め
る
生
徒
。「
涙
」
は
感
動
・
感
謝
が
で

き
る
生
徒
。「
笑
」
は
優
し
さ
・
思
い
や

り
の
心
を
持
て
る
生
徒
。
そ
れ
ぞ
れ
の

言
葉
に
願
い
を
込
め
て
、日
々
の
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
も
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
合

言
葉
に
、
日
々
の
授
業
や
部
活
動
、
行
事

等
で
の
学
び
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
通

し
て
、豊
か
な
人
間
関
係
や
生
き
る
力
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　
次
に
南
中

生
徒
会
の
活

動
を
紹
介
し

ま
す
。

　
生
徒
会
の

取
組
み
の
一

つ
に
「
あ
い

さ
つ
運
動
」

が
あ
り
ま
す
。

生
徒
会
執
行
部
が
毎
朝
、
昇
降
口
で
元

気
な
声
を
出
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

登
校
す
る
生
徒
か
ら
も
笑
顔
で
爽
や
か

な
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
き
ま
す
。
南
中

が
誇
る
学
校
生
活
の
一
場
面
で
す
。

　
ま
た
、
生
徒
会
で
は
、
今
年
発
生
し
た

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
」
に
対
し
て
、

義
援
金
を
募
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
保
護
者
や
教
職
員
か
ら
も
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
生

徒
会
の
力
が
、
南
中
を
動
か
す
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
保

護
者
や
地
域

の
人
々
の
協

力
を
得
な
が

ら
未
来
の
長

浜
を
担
う
生

徒
の
育
成
に

努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

◀︎市教育委員会フェイスブック
学校・教育関係の情報が満載

43

南中学校

長浜子どものちかい ～わたしたちはちかいます～
ー. 元気にあいさつをします
ー. 名前を呼ばれたら「はい」と返事をします
ー.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います
ー. 困っている人がいたら言葉をかけます
ー. 人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章 ～おとなが実践します～
ー. 子どもに誠実に生きる姿を見せます
ー. 見守るまなざし、叱る勇気を大事にします
ー. ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます
ー. 自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます
ー. 長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

▲あいさつ運動

　

長
濱
八
幡
宮
の
門
前
通
り
。
そ
の
一
角

に
あ
る
古
本
と
民
芸
品
の
お
店
「
六
夢
堂
」

で
た
く
さ
ん
の
古
書
に
囲
ま
れ
、笑
顔
で
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
店
主
の
明
定
義
人
さ

ん
。
高
月
・
湖
北
・
浅
井
・
虎
姫
各
図
書

館
の
館
長
を
務
め
、
先
駆
的
な
取
組
で“
楽

し
い
図
書
館
づ
く
り
”を
実
現
し
て
き
た
図

書
館
業
界
き
っ
て
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。

　
今
か
ら
29
年
前
、旧
高
月
町
に
初
め
て
で

き
る
図
書
館
の
館
長
と
し
て
、当
時
成
田
市

立
図
書
館
司
書
だ
っ
た
明
定
さ
ん
に
白
羽

の
矢
が
立
ち
ま
し
た
。は
じ
め
は
と
ま
ど
っ

た
そ
う
で
す
が
、「
推
薦
し
て
く
れ
た
誰
か

の
期
待
に
応
え
た
い
」と
引
き
受
け
、
ゼ
ロ

か
ら
の
図
書
館
づ
く
り
で
め
ざ
し
た
の
は

住
民
と
と
も
に
作
り
上
げ
る
図
書
館
。「
僕

が
で
き
る
こ
と
は
１
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

99
％
は
住
民
の
想
い
で
作
ら
れ
る
も
の
な

の
で
一
緒
に
作
り
上
げ
た
い
」と
新
聞
記
者

の
取
材
に
答
え
た
こ
と
は
今
で
も
覚
え
て

い
る
そ
う
。
開
館
当
初
か
ら
コ
ミ
ッ
ク
や

知
育
玩
具
の
貸
出
し
、
広
場
で
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
巡
回
学
級
文
庫
、
学
校
の
本

と
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、数
々

の
斬
新
な
取
組
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
は

ど
れ
も
住
民
の
声
に
応
え
て
実
現
し
た
も

の
。
そ
ん
な
中
、不
登
校
の
子

が
一
日
中
館
内
に
い
る
こ
と

に
気
が
つ
い
た
明
定
さ
ん
は
、

教
育
委
員
会
と
相
談
し
、館
内

に
Ｏ
Ｂ
の
教
員
を
配
置
し
た

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な

不
登
校
児
の
居
場
所
を
作
り

ま
す
。
図
書
館
に
あ
る
と
は

思
え
な
い
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

で
す
が
、「
そ
れ
は
住
民
の
想

い
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
」と

本
人
は
飄
々
。
肩
肘
張
ら
ず

に
誠
実
に
応
え
ま
す
。「
図
書
館
っ
て
そ
う

い
う
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
」と
い
う
発
見
を

し
た
住
民
か
ら
図
書
館
に
対
す
る
新
た
な

願
い
が
生
ま
れ
、
そ
の
願
い
を
、
豊
富
な
知

識
と
自
由
な
発
想
で
形
に
し
て
い
く
。
そ

ん
な
図
書
館
づ
く
り
の
甲
斐
あ
っ
て
、高
月

町
立
図
書
館
は
１
人
あ
た
り
の
平
均
貸
出

冊
数
日
本
一
に
。「『
利
用
者
が
楽
し
く
て

私
た
ち
図
書
館
員
も
楽
し
い
』図
書
館
づ
く

り
が
で
き
た
」と
充
実
感
た
っ
ぷ
り
に
振
り

返
り
ま
す
。

　
退
職
後
は
、今
ま
で
出
会
っ
た
本
や
好
き

な
モ
ノ(

民
芸
品)

に
新
し
い
出
会
い
の
場

を
と
「
六
夢
堂
」
を
オ
ー
プ
ン
。
明
定
さ
ん

の
好
き
が
詰
ま
っ
た
集
大
成
の
よ
う
な
こ

の
お
店
。「
道
楽
し
て
ま
す
。
今
後
も
楽
し

く
過
ご
し
た
い
」
と
笑
う
明
定
さ
ん
で
す

が
、
挑
戦
は
さ
ら
に
他
の
分
野
に
も
。「
本

や
民
芸
の
他
に
も
興
味
が
あ
る
の
は『
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
』。
地
元
で
生
ま

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
地
元
の
企
業
を
育
て
、地

域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
、そ
う
い
う

機
運
が
長
浜
で
生
ま
れ
れ
ば
い
い
な
」と
未

来
を
描
き
ま
す
。

　
図
書
館
の
世
界
か
ら
次
の
世
界
へ
、楽
し

み
な
が
ら
自
由
に
渡
り
歩
き
ま
す
。

図書館の世界にこの人あり

明
みょう

定
じょう

 義
よ し

人
と

さん (公園町)

六
りく

夢
む

堂
どう

 店主

▲南中スローガン


